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日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年

に
開
設
さ
れ
た
事
業
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
目
的
は
海
外

の
日
本
研
究
者
と
日
本
の
研
究
者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

研
究
と
い
う
人
間

の
営
み
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
議
論
や

情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
そ
の
よ
う
な
契
機
を
生
み
出
す
こ
と
を
願

い
、
様

々
な
研
究
者
が
自
由

な
テ
ー

マ
で
話
が
出
来
る
よ
う

に
、
文
字
ど
お
り
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な

「
広
場
」

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様

の
日
文
研

フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

河
合

隼
雄
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第

一
章

サ

ダ

キ

チ

・
ハ
ル
ト

マ
ン

(
一
八
六
七

一
九
四
四
)
と
倉

場

富

三

郎

(英

名
ト
ー
マ
ス
・ア
ル
バ
ー
ト
・グ

ラ
バ
ー

一
八
七

一
-

一
九
四
五
)
の
背

景

憧
憬

と
は
、
少

し
距
離
を
お

い
て
み
る
と
気
づ
く
記
憶

か
ら
造

ら
れ
る
、
組
み
立

て
ら
れ
た

真
実

の
状
態

で
あ
る
。

つ
ま
り
遠
く
離

れ
た
生
ま

れ
故
郷

や
過

ぎ
去

っ
た
時

代

の
記
憶

の
破
片

を
今

の
暮

し

の
中

に
取
り
入
れ

て
、
そ

れ
ら
を
重
ね
あ

わ
せ
て

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
作
り

上
げ
る
と
き

に
、
基
と
な

る
も

の
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
私

は
そ

の
よ
う

に
考
え

て

い
る
。
も

つ
と
簡
単

に
言
う

と
、

[憧

憬

の
旅
」

は
精
神

に
戻

る
旅

で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、

サ
ダ
キ
チ
と

富

三
郎
と

い
う

二
人

の
人
物
が
た
ど

っ
た
生
ま

れ
故

郷

へ
の
憧
憬

の
旅

に

つ
い
て
述

べ
た

い
。

私

の
場
合

は
留

学
生
と
な

っ
た

の
で
、

日
本

で
そ

の
思

い
出

を
作

る
こ
と

に
よ
り
生
ま
れ
故
郷

や
記
憶

の
組

み
立

て
を
行

な

っ
た
。

し
た

が

っ
て
憧
憬
と

い
う

概
念

は
遺

伝

や
血

の

つ
な

が
り
と

い

っ
た
事
実

か
ら

で
は
な
く
、

我

々
そ
れ
ぞ
れ
が
人
生

の
中

で
得
た
真
実

か
ら
作
り

上
げ
る
も

の
で
あ
る
。
私
も

こ
こ
で
魅
惑

的
な

セ
イ

レ
ン
の
歌

の
よ
う

に
自
分
自
身

の
こ
と

に
も
少

し
触

れ
な
が
ら
、
長
崎

で
生
を
受
け

た

二
人

の
男
性

に

つ
い
て
述

べ
た

い
と
思
う

。
彼

ら
が
作

り
上
げ
た
も

の
や
、
ど

の
よ
う

に
人

生
を
生
き
た
か
は
、
彼
ら

が
誰

で
あ

る
か
と

い
う
核
心

に
ふ
れ
る
も

の
で
あ

る
。

二
人
が
後
世

一
1

一



に
残
し
た
作

品

や
功
績
は
、
そ

の
中

に
埋

め
込
ま

れ
た

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
遺
伝
的
記
号

を
切
り
離
し

て
語

る
に
は
無
理
な

ほ
ど
、

そ
れ
ぞ
れ

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
関
わ
り
あ

っ

て
い
る
。
彼

ら
は

二
人
と
も
、
日
本
人
と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
人
と

の
混

血

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
親

た
ち

に
と

っ
て
は
憧

憬

の
旅

の
終
着
点

で
、

二
人

は
混
血
と

し

て
生

ま
れ
た

の
だ
。
そ

こ
に
彼

ら
と
私
と

の
違

い
が
あ

る
。

二
人

は
身
近
な
と

こ
ろ
に
外
国
と

い
う
も

の
を
含

ん
で

い
た
。

二
人
と
も

長
崎

の
外

国
人
居
留

地

で
、
数
年
違

い
で
生
ま

れ
て

い
る
。

ど
ち
ら
も

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
人

の
商
人

と
日
本
女
性

の
愛

人
と

の
問

に
生
ま
れ
た
が
、
父
親
同
士

は
知
り
合

い
で
は
な
か

っ
た

よ
う
だ

。
サ
ダ
キ
チ

の
父
力
ー

ル

・
ヘ
ル

マ
ン

・
オ

ス
カ
ー

・
ハ
ル
ト

マ
ン

(
一
八
四
〇

ー

一
九

二
九
)

は
プ

ロ
イ
セ

ン
人

で
、
富

三
郎

の
父
ト
ー

マ
ス

・
ブ

レ
ー
ク

・
グ

ラ
バ
ー

(
一

八
三

八

一
九

一
一
)

は

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン
ド

の
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
出
身

で
あ

っ
た
。
明
治
時
代

に

な

る
前

の

一
八
五
五
年

か
ら

一
八
六
五
年

は
徳
川
幕
府
が
調
印
し
た
通
商
条
約
後

で
、
自
由
貿

易
が
許
さ
れ
た
時
代

で
あ
り

、
彼

ら
は
長
崎

で
事
業

の
道
を
切
り
開

い
た
。
景
気

が
上
向

い
て

い
た
上
海

で
、
長
崎

に
活
躍

の
場
が
あ
る
と

い
う

情
報
を
得
た

の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ

の
息
子

サ
ダ
キ
チ
と
富

三
郎

は
二
人
と
も
、
実
際

に
は

二

つ
の
ア
イ

デ

ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
を
持

っ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
主
と

し

て
日
本

人

の
方

を
受

け
継

い
で

い
る
こ
と
を
明
ら

か

に
す
る
よ
う

に
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

ル

ッ
ク

ス
の
良

さ
が
備

わ

っ
て
い
た
。

一2一



こ
こ
で
は
混

血

で
あ
る

二
人

の
男
性

が
、
ど

の
よ
う

に
日

本

人

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
方

を
選
ぶ
こ
と
に
な

っ
た

か
を
た
ど

っ
て

い
き
た

い
と
思
う

。
サ
ダ
キ
チ
は
幼

い
頃
に

日
本
を
離
れ

二
度
と
戻
ら
な
か

っ
た
が
、
富

三
郎
は
長
崎

で

活
発

に
活

動

し

て

い
た
外

国
人
社

会

の
中

で
人
生

を
過

ご

し
、
短

い
期
間

ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
た
以
外
は
海
外

へ
は
行

か
な
か

っ
た
。

与具1与 具Z

写真1:カ リフォルニア州バニ ングでのサダキチ

(1940年代初め)。(カリフォルニア大学リヴァーサ
イ ド校特殊文献図書館所蔵)
写真2:晩 年のサダキチ(1940)(カ リフォルニア大

学 リヴァーサイ ド校特殊文献図書館所蔵)

 

サ
ダ
キ
チ

・
ハ
ル
ト

マ
ン

(
一
八
六
七
-

一
九
四
四
)
は
、

カ
ー
ル

・
オ

ス
カ
ー

.
ハ
ル
ト

マ
ン
と

日
本
人

の
母
お
サ
ダ
と

の
問
に
長
崎

で
生
ま
れ
、
ド
イ

ツ
か
ら

ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
第

二
次
世
界
大
戦
終

戦

の
直
前

に
、

フ
ロ
リ
ダ

に
住
む
娘

の

一
人
を
訪

れ
て

い
る
と
き
に
亡
く
な

っ
た
。
サ
ダ
キ
チ
は
晩
年

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ァ
州

バ

ニ
ン
グ
で
、
自
分

で
建

て
た
小
屋

に
住

ん
で

い
た
よ
う

だ
。
そ

こ
は
、
ま
た
別

の
娘

ウ
ィ
ス
テ
リ

ア

・
リ

ン
ト

ン
が
住

む

モ

ロ
ン
ゴ

・
イ

ン

デ

ィ
ア
ン
族

の
居
留
地

の

一
角

で
あ

っ
た

(写
真

1
、

2
)
。

晩
年

の
サ
ダ
キ
チ
は
、

ア
メ
リ
カ
に
と

っ
て
敵
国

で
あ
る
ド
イ

ツ
と
日
本
両
国

の
血
を
引

い

て

い
た
た
め

に
、

F
B
I

の
諜
報
部
員

か
ら
監
視

さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら

二

つ
の
世
界

一3一



大
戦

の
合

間
は
幸

せ
な
日

々

を
送
り
、
偉
大

で

ロ

マ
ン
テ

ィ

ッ
ク
で

エ
キ
ゾ

テ
ィ

ッ
ク

な
東
洋
人
と
し

て
も

て
は
や

　

さ
れ
て

い
た

(写
真

3
、
4
)
。

サ
ダ
キ
チ
は
十
歳

(
一
八

七
七
)

の
頃
ま

で
に
は
父

の

国

ド
イ

ツ
の

ハ
ン
ブ

ル
グ
に

写 真5写 真6

写真3:サ ダキチを諷刺 した漫画。(カ リフォルニ
ア大学リヴァーサイ ド校特殊文献図書館所蔵)

写真4:魅 力 を持つサダキチの中年時代(カ リフ
オルニア大学 リヴァーサイ ド校特殊文献図書館

所蔵)
写真5:ハ ンブルグで学校に通 う13歳のサダキチ

(1880)。(カ リフォルニア大学リヴァーサイ ド
校特殊文献図書館所蔵)

写真6:学 習院上等小学校時代の富三郎(1884)。
(長崎県立図書館所蔵)

戻
り

、
少
年

た
ち

の
兵
学
校
に

い
た

こ
と
が
記
録
さ
れ

て

い
る
。
同

じ
頃
、
富

三
郎

も
日
本

で

ヨ

 

撮

っ
た
制
服
姿

の
写
真

が
あ

る
が
、
ど
ち
ら
も
典

型
的

な
両
国

の
少
年

で
あ
る

(写
真

5
、
6
)
。

新
興
勢
力

の
ド
イ

ツ
と

現
代
化

が
進

む
日
本
は
、
軍

や
学
校

の

「制
服
」
を
大
切

に
す

る
こ
と

が

「母
国
愛
」
と
同

じ
意
味
を
持

つ
と
表

現
し
た
。
母
国

に
対
す

る
憧

れ
も
憧
憬

の

一
つ
で
は

あ

る
が
、
サ
ダ
キ
チ

の
場
合
は
そ

ん
な
愛
国
主
義

的
な
も

の
で
は
な
か

っ
た
。

サ
ダ
キ

チ
は
ま
も
な
く

ド
イ

ツ
を
離

れ
た

の
で
、
こ
れ
ら

の
思
想
か
ら
も
遠

の

い
た
。
父

か

ら
勘

当
さ
れ
た
彼
は

ア
メ
リ
ヵ

の
フ
ィ

ラ
デ
ル

フ
ィ

ア
に
移
住

し
、
英
語
を
身

に

つ
け

る
。
作

家

、
評
論
家

、
俳
優

と
し

て
の
キ

ャ
リ

ア
は
こ
こ
が
大
き
な
分
岐
点
と
な

っ
た
。

一4一



一
八
八
四
年

か
ら
約
十
年

の
間
、
サ
ダ
キ
チ
は
、

フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア

の
対
岸

ニ
ュ
ー
ジ

ャ

ー
ジ

ー
州

キ

ャ
ム
デ

ン
に
住

む
詩

人
ウ

ォ
ル
ト

・
ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
を
訪

れ
て

い
る
。

一
八
八
七

年

か
ら

一
入
入
九
年

に
か
け

て
は
ボ

ス
ト

ン
に
住

ん
で
戯
曲
を
書
き
、
以
後
、
家
庭
を
持

ち
五

人

の
子
供

に
恵
ま

れ
た
。
一
八
九
六
年

か
ら

一
九

一
六
年

は

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
腰
を
落
ち
着

け
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
初
期

の
偉
大
な
写
真

家

ア
ル

フ
レ

ツ
ド

・
ス
テ
ィ
ー
グ
リ

ッ
ツ

(
一
八
六

四
-

一
九

四
六
)

の
写
真

に
関
す
る
批
評
を
執
筆
し

て

い
る
。

そ
れ
か
ら

一
九

二
〇
年

代
か
ら

一
九

三
〇
年
代

は

ハ
リ

ウ

ッ
ド

や
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア

の
他

の
町

に
暮

ら
し
、
ヴ

ァ
ン
プ

の
よ
う

な
生
活
を

送

っ
た
。
同
棲
し

て

い
た

ウ
ィ
ス
テ
リ

ア
の
母
親
と
も

一
九

二

二
年

頃

に
は
す

で
に

破

局
を
迎
え

て

い
る
。

ハ
リ

ウ

ッ
ド

で
は
サ
イ

レ

ン
ト
映
画

の
名

作

『
バ
グ
ダ
ー

ド

の
盗

賊
』

(
一
九

二
四
)

に
出
演

し
、
ダ

グ

ラ
ス

・
フ

ェ
ア
バ

ン
ク

ス
と
共

演
し
た

。
そ
し

て
ジ

ョ
ン

.

バ

リ

モ
ア
を

は
じ

め

ハ
リ
ウ

ッ
ド

の
バ

ン
デ
ィ
通
り

に
住
む

俳
優

た
ち
と

飲

み
仲
間

に
な

っ

た
。
サ
ダ
キ
チ
は

い
つ
も
会
話

の
中
心

で
あ
り

、
必
要

と
さ
れ

て

い
る
仲
間

で
あ
り
、

日
独

の

混
血
だ
か
ら
と

い
っ
て
仲
間
は
ず

れ
に
さ
れ
る
こ
と
も

な
か

っ
た
。

サ
ダ
キ
チ
は

日
本

の
知
識
階
級
と

し
て

の
自
分

の
虚
構

を
楽

し

ん
だ
。

一
生

の
問

で
、
生
ま

れ

て
か
ら
数
年

し
か
日
本

で
実
際
暮

ら
し
た
経
験

は
な

い
の
だ
が
、
全
部

で
は
な
く

て
も

日
本

人

の
特
徴
が
よ
く
出
た
顔

か
た
ち

に
誇

り
を
持

っ
て
い
た
。
日
本
人

の
血
を
引

い
て

い
る
こ
と

一5一



は
、

モ
ダ

ニ
ズ

ム
に
対
す

る
芸
術
的
な
意
見

や
論
評

の
手
助
け
と

な

っ
た
し
、
外
見
か
ら
た
だ

よ
う

エ
キ

ゾ

テ
ィ
シ
ズ

ム
は
、

ア
メ
リ
カ

の
読
者

の
興
味
を
引

き
注
目
を
集

め
た

。
サ
ダ
キ
チ
は
非
常

に

ハ
ン
サ

ム

な
男
性

で
あ

っ
た

(写
真

7
、

8
)
。

倉

場
富
三
郎

(
一
八
七

一

一
九

四
五
)
は
英
名

を
ト

ー

マ
ス

・
ア
ル
バ

ー
ト

・
グ

ラ
バ
ー
と
言

い
、

サ

ダ
キ

チ

よ
り

数
年

後

に
同

じ
長

崎

で
生

ま

れ

た

写 真7写 真8

写真7:筆 名にシドニー ・アランを使っていた頃のサダキ

チ(1916)。 シルヴィア ・ビーチの撮影による。(カ リフ
ォルニア大学 リヴァーサイ ド校特殊文献図書館所蔵)

写真8:サ ダキチ ・ハル トマンの短い談話集 「白菊」の表
紙(ハ ーダ&ハ ーダ社1971年 版。オリジナル写真は

J.C.ス トラウスにより1918年 頃撮影)(カ リフォルニア
大学 リヴァーサイ ド校特殊文献図書館所蔵)

 

ガ
、
富

三
郎

は
特
権

的
な
家

柄

で
あ
り
将
来
有
望
な
道

が
引

か
れ
て

い
て
、
サ
ダ
キ
チ
と
は
正

反
対

で
あ

っ
た
。
富

三
郎

の
父
ト
ー

マ
ス

・
ブ

レ
ー
ク

・
グ
ラ
バ
ー
は
、
長
崎

に
住

む
外

国
人

の
中

で
は
最
も
裕
福

な
暮

ら
し
を
送

っ
て

い
た
。
父
グ

ラ
バ
ー
は
交
換
比
率

の
違

い
を
利
用
し

て
、

日
本

の
金
貨

(小
判
)

を
上
海

に
船

で
持
ち

こ
ん
で
洋
銀

(ド
ル
)

に
替
え

、
そ
れ
を
ま

た
日
本

で
お
金

に
替
え

る
こ
と

で
三
倍

に
増

や
し
財
を
な
し

て

い
た
。

父

グ

ラ
バ
ー
は

一
八
五
九
年

、

二
十

一
歳

の
と
き
上
海

を
経
由

し
て
長
崎

に
や

っ
て
来
た

。

一
八
六

四
年

に
は
長
崎

で
最
も
り

っ
ぱ

で
個
性

あ
ふ
れ
る
家

を
、
湾
が
見
渡

せ
る
岬

の
上

に
建

一6一



て

て
い
る
。
現
存

す
る
そ

の
家

は
、

長
崎
市
指
定

の
公

園
グ

ラ
バ
ー
園

の
中
に
建

つ
。
プ

ッ
チ
ー

こ
の
代

表

的
な
オ

ペ
ラ

『蝶

々
夫
人
』

の

家
と
し

て
広
く
世
界

に
知
ら
れ

て

い
る
が
、
蝶

々
夫
人
は
架
空

の
ヒ

ロ
イ

ン
で
、

モ
デ
ル
と
な

る
女
性

が
そ

の
家

に
住

ん
で

い
た

わ
け

で

写真9

藩灘 蘿

写真10

写真9:現 在のグラバー邸。
写真10:グ ラバー邸 から見た東山の手 あたり(19

世紀)。(長崎県立図書館所蔵)

 

は
な
く
、
ま

し
て
や
プ

ッ
チ
ー

二
が
そ

こ
を
訪
れ
た

こ
と
も
な

か

っ
た
。
父

グ

ラ
バ
ー
は
そ

の

オ

ペ
ラ
が
有
名

に
な
る
前

に
東
京

で
亡
く
な

っ
て

い
る
。
長
崎

の
観
光

コ
ー

ス
に
な

っ
て

い
る

そ

の
家

に
、
毎
年
多

く

の
日
本
人
観
光
客

が
押

し
寄

せ

る
の
は
、

『蝶

々
夫

人
』

へ
の
憧
憬

で

あ

ろ
う
。

富

三
郎

は
海
外

へ
留

学
し

て

い
た
短

い
期
間
を
除

い
て
、

父
が
東
京

の
芝

公
園
近
く

の
別
宅

に
移

っ
た
と
き
も

、
父
が
建

て
た
岬

の
上

の
邸
宅
を
離
れ
る

こ
と
は
な
か

っ
た

(写
真

9
、
10
)
。

富

三
郎
は
長
崎

の
商
業
社
会

の
中
心
人
物
と

し
て
穏

や
か
に
仕
事

を

こ
な
し
、
礼
儀
正
し

い
人

物

と
し

て
通

っ
て

い
た
。
父

ト
ー

マ
ス
の
妻

で
、
富

三
郎

に
と

っ
て
は
継
母

で
あ

る
お

ツ
ル
が
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亡
く
な

っ
た
と
き

に
、
富

三
郎
は

ワ
カ
と

い
う
娘
と
結
婚
し

た
。

ワ
カ
は
英

国
商

人
と

日
本
女
性

の
問

に

で
き
た
娘

で
、

以
前

よ
り

二
人
は
父
か
ら
婚
約
を
勧

め
ら
れ

て

い
た

(写
真

11
)
。

二
人

に
は
子
供

が
な
く
、

一
九

三
〇
年
代

の
陰
う

つ

な
時
代

の
最
後

の
日
ま
で
グ

ラ
バ
ー
邸

で
平
和

な
日

々
を
送

っ
た
。

富

三
郎

の
世
界
文
化

へ
の
重
要
な
貢
献

は

い
ず
れ
認

め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
彼

は
、
手
書
き

の
イ

ラ
ス
ト
が
入

写 真11

東京での住居である麻布富士見町のグラバー邸
にて(1899-1900頃)。 左より姉ハナ、父 トーマ
ス、ハナの長男、富三郎、ワカ。(長 崎県立図書

館所蔵)

 

っ
た

日
本
最
大

の
魚
類
事
典

の
編
集

に
力
を
注

い
だ
。

一
九

一
二
年
か
ら

一
九

三
六
年

の
間
に

長
崎
在

住

の
画
家
た
ち

に
描

か
せ
た
も

の
で
、
長
崎
付

近

の
海
に
住
む
魚

や
海
洋
生
物

の
み
ご

と
な

ス
ケ

ッ
チ
は
八
○
○
を
越
え

る
。

富

三
郎

が
長
崎

の
文
化
的
生
活

に
大
き
く
貢
献

し
た
も

の
に
、
長

崎
に
住

む
外

国
人
と
地
元

の
人

々
が
親
睦

を
図
る
社

交

ク
ラ
ブ

「内
外
倶
楽
部
」

の
設
立
と

そ

の
建
物

が
あ
る
。
建
物
は

今
も
出
島

に
残

さ
れ

て
い
る
。
出
島
は
外

国
人
居
留
地
と
し

て

一
六
三
六
年

に
長
崎
港
内

に
作

ら

れ
た
島

で
、
約

二
〇
〇
年
も

の
問
オ

ラ
ン
ダ
商
人
と

の
交

易
が
許
さ
れ

て

い
た
。
富

三
郎
は
、

長
崎

の
町

の
歴
史
保
存

や
保
護

に
取
り
か
か

っ
て

い
た
。

二
〇
〇
〇
年

の
今
年
、

日
蘭
交
流

四
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写 真13

アランとしてのサダキチ(1918頃 撮影)。

学 リヴァーサイ ド校特殊文献図書館所蔵)
の中心人物 であった頃の倉場富三郎。(長繍

驫
韆
 鶚
郵
崎

百
年
と

い
う
機
を
得

て
出
島

は
部
分
的

に
再
興
さ
れ

て

い

る
。サ

ダ

キ
チ

と
富

三
郎

の
成

長

し

た
頃

の
写

真

が
あ

る

(写
真

12
、

13
)
。
私
が

こ
の
二
人
を
素
晴
ら
し

い
と
思
う

の
は
、

二
人
が
異
文
化

の
中

で
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

築

く

こ
と
が

で
き
た
か
ら

で
あ
り
、
意
識
的
な
構
図

の
上

で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
日
本
生
ま
れ

で
あ
り
な
が
ら

日
本
を
憧

憬

す
る

こ
と
を
基

に
し

て
、

日
本
と

ア
メ
リ
カ
に
意
味

の

あ
る
文
化

的
貢
献

を
し
た
か
ら

で
あ
る
。
政
治
も
経
済
も
、

西
洋

の
血
が
半
分
流
れ

る
二
人

の
人
生
を
崩
壊

さ
せ
る

の

に
協
力
し
た
。

二
人

の
父

は
軍
艦

の
建
造

や
武

器
弾
薬

の
供
給

に
関
係
し
、
息
子

た
ち

は
ど
ち

ら
も
日
本

で
の
西
洋
的
な
商
売
を
拒
絶
し
た
。

私
も
ま
た
実

は
軍
と

関
係

が
あ
る
。
そ
れ

に

つ
い
て
少
し
触
れ

て
お
き
た

い
。
私

の
父
は
ボ

ー
イ

ン
グ
社

に
勤

め
て

い
て
、
日
本

に
大
打
撃
を
与
え
た

B
1

29
爆
撃
機

の
翼

の
組
立

て
作
業

を
し

て

い
た
。
長
崎

に
原
爆
を
投

下
し
た
爆

撃
機
も
含
ま
れ

て

い
る
だ

ろ
う
。
私

は
そ

の
仕
事

を
拒
絶

し
た

が
、
父
を
拒

ん
だ
わ
け

で
は
な

い
。
同
じ
よ
う

に
サ
ダ
キ
チ
は
長
崎

か
ら
連

れ
出
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さ

れ
た

が
、
長
崎

は
決

し

て
彼

か
ら
離
れ
な
か

っ
た
。
ま
た
富

三
郎

は
父

の
事
業

を
拒

絶
し
た

が
、
父
を
拒

ん
だ

わ
け

で
は
な
か

っ
た
。
サ
ダ
キ
チ
と
富

三
郎

の
組

み
立

て
ら

れ
た

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
出
生

に
基

づ

い
た
憧
憬

で
あ

る
。

二
人
と
も
遺
伝
的
な

二
重
性
を
放
棄
す

る

決
心
を
し
た
。

つ
ま
り

サ
ダ
キ
チ

の
場
合

は
、

エ
キ
ゾ

テ
ィ
シ
ズ

ム

の
輝

か
し

い
存
在
と

し

て

生
き

る
た
め

で
あ
り
、
富

三
郎

の
場
合

は
長
崎
市

民
と
共

に
生
き

て

い
く
た

め
で
あ

っ
た
。

二

人
が
文
化
的

に
成
し
遂
げ
た

こ
と
を
私

は
評
価

し
た

い
。

二
十
世
紀
を
生
き
た
彼
ら

に
降
り

か

か

っ
た
不
当

な
差

別
を
思
う

と
、
心

が
痛

む
。
彼
ら

の
憧
憬

が
続
く

こ
と

は
許

さ
れ
な

か

っ
た
。

そ
れ
は
今

の
時
代

で
も
起

こ
り
う

る
こ
と

で
あ
る
。

第

二
章

サ

ダ

キ

チ

・
ハ
ル
ト

マ
ン
(
一
八
六
七
ー

一
九
四
四
)
の
文

化

的
貢

献
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サ
ダ
キ
チ

の
父
力
ー

ル

・
オ

ス
カ
ー

・
ハ
ル
ト

マ
ン
は
、

レ
ー

マ
ン
&

ハ
ル
ト

マ
ン
商

会

の

経
営
者

の

一
人
で
、
上
海

に
あ
る

マ
セ
ソ
ン
&
ジ

ャ
ー
デ
ィ

ン
商
会

の
事
務
所

を
経
由

し

て
来

日
し
、

そ

の
英
国
系
貿
易
会
社

の
代
理
人
と
し

て
、
自
由
貿
易
港

で
あ

る
長
崎

で
新

し

い
取
引

の
機
会
を
調
査
す

る

の
が
仕
事

で
あ

っ
た
。

一
八

五
五
年

か
ら

一
八
六
七
年

は
長
崎

が
急
激

な

発
展

を
遂

げ

て

い
た
頃

で
、

カ
ー

ル

・
オ

ス
ヵ

1

・
ハ
ル
ト

マ
ン
に
と

っ
て
も

同

じ

で
あ

っ



た
。し
か
し
サ
ダ
キ
チ

に
は
長
崎

に

つ
い
て
の
記
憶
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
母
お
サ
ダ

の
思

い
出
も
、
生
涯
持
ち
続
け
た

た

っ
た

一
枚

の
写
真
以
外

に
は
な
か

っ
た
だ

ろ
う

と
言
わ

れ

て

い
る

(写
真

14
)
。
お
サ

ダ
は
目
鼻

だ
ち
が
整

っ
た

美

し

い
女

性

で
あ

っ
た
ら
し
く
、
角
ば

っ
た
あ
ご
と
細
お

おサダ(カ リフォルニア大学 リ

ヴァーサイ ド校特殊文献図書館所

蔵)

 

も

て
の
顔
だ
ち

は
、
長
崎

の
友

人
に
よ
る
と
、
う

り
ざ

ね
顔
と

い

っ
て
長
崎

の
典
型
的

な
顔

だ

そ
う
だ
。
年
を
取

っ
て
か
ら

の
サ
ダ
キ
チ
は
特

に
母
親

に
似

て
き
た

よ
う

で
、

一
九

二
〇
年

頃

以
降

の
写
真

に
は
ほ
と

ん
ど
、
母

の
し

っ
か
り
し
た
顔
だ
ち
と
あ
ご

の
特
徴

が
出

て

い
る
。
子

供

の
頃

の
写
真

に
ド
イ

ツ
兵
学
校

の
制

服
姿

が
あ

る
が
、
柔
和
な
丸
顔

で
、

よ
り

ド
イ

ツ
人

の

輪
郭

に
近

い
。
若

い
頃

は
ド
イ

ツ
系
統

の
顔
か
た
ち
が
目
立

っ
て

い
た

の
に
、
本
質
を
表

す
顔

は
人
生

の
後
半

に
現

れ
る
よ
う

だ
。
今

日

の
長
崎

で
も
見
ら

れ
る
よ
う

に
、

目
鼻

だ
ち
が
整

っ

て

い
て
細

お
も

て
で
角

ば

っ
た
あ
ご

の
特
徴
が
だ

ん
だ

ん
現

れ
て
き

て

い
る
。
こ
こ

で
注

目
し

た

い
の
は
、

サ
ダ
キ
チ
が
自
分

の
経
歴
や
性
格

の
中

で
最
も
誇
り
と

し
た
こ
と

は
、
遺
伝

や
顔

か

た
ち

、
様

々
な

し
ぐ

さ

や
ふ

る
ま

い
に
出

る
日
本

人
ら

し

さ

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

だ

。

人

々
は
そ
れ
を

サ
ダ
キ

チ

の
中

に
見

い
だ
し
、
ま
た
サ

ダ
キ
チ
も
そ
れ
を
伝
え

よ
う
と
し
た
。
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私

は
、

父
オ

ス
ヵ
1

・
ハ
ル
ト

マ
ン
と
サ

ダ
キ
チ
と

の
関
係

に
興
味

を
そ
そ
ら
れ
る
。
と

い

う

の
は
、

サ
ダ
キ
チ
が
父

の
経
歴

や
事

業
を
拒
否

し
た

か
ら

で
あ

る
。
サ
ダ
キ
チ
が
日
本
か
ら

最
初

に
移
り
住

ん
だ
地
ド
イ

ッ
の

ハ
ン
ブ

ル
グ

で
は
、
祖
母
を
除

い
て
親
戚

は
み
な
彼

に
軽
蔑

し
た
態
度
を
取

っ
た
。

一
方
そ

の
頃
、
父
オ

ス
カ
ー
は
日
本

で
武
器
弾
薬
を
売

買
し

て

い
た
が
、

結
局

の
と

こ
ろ
そ
れ
も
う

ま
く

い
か
ず

、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

や

い
ろ
ん
な
場
所

に
成
功

の
道

を

求

め
て

い
た
。

そ
れ
ら
は
、
サ
ダ
キ
チ

の
よ
う

に
文
学
が
好
き

で
詩
人
肌

の
少
年

に
は
、
し

っ

か
り
と
し
た
教
育

に
は
な

ら
な
か

っ
た
だ

ろ
う

。
サ
ダ
キ
チ
は
、
父

オ

ス
カ
ー
が
軍
と
密
接

な

関
係

に
あ

る
と

み
な

し
て

い
た
。
サ
ダ
キ
チ
は

ハ
ン
ブ

ル
グ
を
出

て
兵
学
校

に
送
ら

れ
、
後

に

放
校
処
分
を
受
け
た
ら

し

い
。

そ

の
理
由

は
十
分
想
像

で
き

る
。
兵
学
校
時
代

の
写
真

は
制
服

を
着
た
悲
し
げ
な

ド
イ

ッ
の
少
年

で
、
数

十
年
後

「
グ

レ

ニ
ッ
チ

・
ヴ

ィ
レ

ッ
ジ

の
ボ

ヘ
ミ

ア

ン
の
王
者
」
と

ア
メ
リ
カ
大
陸
中

の
噂

に
な

っ
た
サ
ダ
キ
チ
と
は
似

て
も
似

つ
か
な

い
。
人
生

は
決
ま

っ
て
い
る
か

の
よ
う

に
、
サ
ダ
キ
チ
が
日
本

に
戻

る
こ
と

は
二
度
と

な
か

っ
た

の
だ

が
、

日
本
を
離
れ

る
前
か
ら
父

が
ほ
と

ん
ど
家

に

い
ず

、
日
本

人
に
銃
を
売

っ
て

い
た

こ
と
を

サ
ダ

キ
チ
は
知

っ
て
い
た
に
ち
が

い
な

い
。

そ
う

し

て
サ
ダ
キ
チ
と
兄

タ
ル
ー
は
ド
イ

ツ
に
送
り
返

さ
れ
た
。
父
は
大
阪

で
、
徳
川
幕
府

に
抵
抗

し

て
い
る
和
歌
山
藩
と
と
も

に
騒
動

に
巻
き
込
ま

れ

て
い
た
。
徳

川
幕
府

の
権
力
は
失
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墜
し

て
明
治
時
代
と
な
り
、
明
治
政
府

は
富

国
強

兵
や
徴

兵
制
度
な
ど
新
し

い
中
央
集
権
体
制

を
敷
く

つ
も
り

で
あ

る
こ
と
も
明

ら
か
に
な

っ
た
。
父
オ

ス
カ
ー
が
正
し

い
こ
と
を
間
違

っ
た

人

々
の
た
め

に
し

て

い
た

の
は
皮
肉

で
あ

る
。
悪

い
こ
と

に
、
彼
は
明
治
政
府

の
首
脳
部

の
中

で
新

し
く
力

を
持
ち
始

め
た
商

人
た
ち

の
問

で
は
適
職
を
見

つ
け

る
こ
と
が

で
き

な
か

っ
た
。

し
か
し
真
相
は
ち

が
う

の
だ

が
…
。
父
オ

ス
カ
ー
は
日
本
を
去

る
こ
と

に
な

っ
た
。

サ
ダ
キ
チ

　

と
兄
は
す

で
に
ド
イ

ツ
に

い
た
し
、
父
も

二
度
と

日
本

に
戻

る
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
だ

。

サ
ダ
キ

チ
は
兵
学
校

か
ら
パ
リ

へ
と
脱

走
す

る
。
父
は
サ
ダ

キ
チ
を
勘
当

し
、

フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
に
彼
を
追

い
払

い
、
そ

こ
に
住
む
親
戚

の
世
話

に
託
す

こ
と

に
し
た
。

サ
ダ
キ
チ
は
そ

の
親
戚
を

た
よ
り

、
無

一
文

で

一
八
八

二
年
六
月

ア
メ
リ
カ
に
到
着

し
て

い
る
。
そ

こ
で
町

の

図
書
館

や
古
本
屋

に
通

い
、
独
学

で
読
書
を
始

め
る
。

サ
ダ
キ
チ
は
す

ぐ
に

ア
メ
リ
カ

に
溶
け
込

ん
だ
。
た
と
え
歴
史

が
浅
く

て
も

、
少
な
く
と
も

ア
メ
リ
カ
は
彼

に
と

っ
て
は

一
つ
の
統

一
さ
れ
た
国

で
あ

っ
た
。
生

ま
れ
た
国
日
本
と
も
父

の

国

ド
イ

ツ
と
も

異
な

っ
て

い
た
。
そ

こ
に
は
精
神
力

が
あ
り
、
労
働
観

が
存
在

し

て

い
た
。
人

が
望

め
ば
何

で
も
実

現
す

る
よ
う

な
自
由

な
感
情

が
あ

っ
た
。

サ
ダ
キ
チ

の
経
歴

に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
し
た
出
来
事

に
、
ウ

ォ
ル
ト

・
ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
と

の
対
話

が
あ
る
。
そ

の
白
髪

の
老
人

は
、

『草

の
葉
』

で
知

ら
れ
る
卓

越
し
た
詩
人

で
あ

っ
た
。
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一
八
八
四
年

、
サ
ダ
キ
チ
は

フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ

ア
の
対
岸

ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
キ

ャ
ム
デ
ン

に
住
む

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
を
初
め

て
訪
れ

て

い
る
。

サ
ダ
キ
チ
は
十

七
、
十

入
歳

で
あ

っ
た
だ

ろ

う
。
以
後
彼
を
何
度
も
訪

れ
る

こ
と

に
な

る
。
サ

ダ
キ

チ
に
よ
る

『ウ

ォ
ル
ト

・
ホ
イ

ッ
ト

マ

ン
と

の
対
話
』

は
、

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
の
死
後

一
八
九

五
年

に
出
版

さ
れ
た
。
当
時
も
大

き
な
噂

に
な

っ
た
が
、

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
の
遺
言
執
行

人
は
偉
大
な
詩
人

に
対
す

る
サ
ダ
キ
チ

の
辛

ら

つ

な
表
現
を
快
く
思
わ
ず
、
出
版
を
差
し
止

め
よ
う

と
し
た
。
そ
れ
に
そ

の
内
容

は
諷
刺

に
満
ち

、

当

時
活
躍
し

て

い
た
芸
術
界

の
著
名

な
作
家

た
ち

の
欠

点
を
容
赦
な
く
指
摘
し

て

い
た
。

お
そ

ら
く
そ

の
中
傷
的
な
内
容

ゆ
え

か
、
批
評
家

た
ち
は
誰

も
が
、
サ
ダ
キ
チ
が
記
録

に
残
し

た
会

話

は
実

際
に
は
あ
り
え
な

い
と

か
、
全
部

イ

ン
チ
キ
だ

と
言

っ
て
よ

い
程
誤
り
も

は
な

は
だ

し

い
と
嘆

い
た
。
私
は
そ

の
短

い
作
品
を
読

ん
で
み
た

の
だ
が
、
当

時

の
評
価

は
悪
か

っ
た

に
せ

よ
、
実
際

は
そ

の
時
代

の
事

実
を
正
確

に
伝
え

よ
う
と

し

て
い
た

の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

ホ

イ

ッ
ト

マ
ン
は
無

愛
想
な

人
物

で
、
自

分
よ
り
も
劣

っ
て

い
る
と
思
う
芸
術

界

の
作
家

た
ち
、

特

に
資
本
家
階
級

の
人

々
を
激
し
く
非
難
し
た

こ
と

で
知
ら

れ
て

い
る
。
サ
ダ
キ
チ

の
記
述

に

は
真
実
が

こ
も

っ
て

い
る

の
だ
。
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ホ
イ

ッ
ト

マ
ン

の
顔
を

見
て
も
圧
倒
さ

れ
る
よ
う

な
こ

と
は
な
か

っ
た

。
し
か
し
そ

の
健
康
的
な
男
ら
し



さ
は
す
ぐ

に
好

き
に
な

っ
た
。
私

に
は

、
精

神
的

に
深

ぬ
ら
れ
た
現
代

ア
メ
リ
カ
入

の
イ

メ
ー
ジ

の
よ
う

に
見
え
た

。

つ
ま
り

ア
メ
リ
カ
人
は
真

に
労
働
者

の
民
族
で

あ

る
か
ら
、
理
想

の
労
働

者

の
姿

だ
。
と
り

わ
け
、
自
由

に
流
れ
て

い
る
よ
う
な
白
髪

や
あ
ご

ひ
げ
、
ブ

ー
シ

ェ
の
よ
う
な
、
健
康

的
で

し

っ
か
り

と

し
た
血
色

の
よ

い
顔

に
関
心
を
持

っ
た

。
彼

の
顔
立
ち
は

、
濃

い
眉
毛

と
青
み
を
帯
び

た

灰
色

の
目

の
間

が
広
く
離

れ
て

い
る

(冷
静
沈
着
な
感

じ
を

与
え

て

い
る
)
。
私

の
入

相
学
的
な
観
察

に
よ

る
と
、
率
直
、

ら

大

胆
、
倣
慢
な
性
格
を
表

し
て

い
て
、

と
り

わ
け
私

の
興
味
を
引

い
た

。

サ
ダ
キ
チ
が
ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
に
持

っ
た
初
め

の
頃

の
印
象

で
は
、
彼

は
素
晴

ら
し

い
人
物

で
、

見
習
う

べ
き
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
言

っ
て

い
る
。

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
の
遺
伝

子
が
サ
ダ
キ

チ

の
顔

に
移

っ
た
よ
う

だ
。
自

分
が

こ
う

あ
り
た

い
と
願
う

こ
と

で
、

一
体
化
を
招

い
た

の
で

あ

る
。
同

じ
評
論

の
中

で
、
後

に
サ
ダ
キ
チ
は
長
崎

の
美

し
さ
に

つ
い
て
述

べ
て

い
る
。
長
崎

で
生
ま

れ
た
こ
と

が
自

分

の
世
界
観

に

い
か

に
深
く
影
響

し
て

い
る
か
を

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
に
印

象

づ
け
る
か

の
よ
う

で
あ
る
。
ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
が
サ
ダ
キ
チ
に
人
生

で
何

を
し
た

い
の
か
を
尋

ね

る
場
面

で
は
、
次

の
よ
う

な
会
話

が
交

わ
さ
れ
て

い
る
。
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そ
の
頃
の
私
は
演
劇
に
熱
中
し
て

い
た
。
そ
れ
で
演
劇
に
専
念
し
た

い
の
だ
と
自
分
の
気
持
ち
を
話
し



た
。
シ

ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
劇

に
出

て
く

る
道
化

に

つ

い
て
特

に
研
究
し

よ
う

と
考
え
て

い
た

(道
化

の
役
を

演
じ
る
に
は
背
が
少
し
高
す

ぎ
る
け
れ
ど

も
…
)
。

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン

(首
を
振
り
な
が
ら
)

「
そ
れ
は
ど

う
か
な
。
我

々
に
は

生
ま

れ
持

っ
た
特
徴
や
性
格

、

つ
ま

り
ア
メ
リ
カ
人
気
質

と

い
う

も

の
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
君

に
は
そ
れ
が
身

に

つ
か

な

い
だ
ろ
う
。
支

柱
で
支

え
る
こ
と
は
で
き

て
も

、
結
局

の
と
こ
ろ
、
桃

の
木

に
バ
ラ
を
咲

か
せ

る
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
」

私
は

ほ
と
ん
ど
記
憶

に
は
な

い
け

れ
ど
も

、日
本

の
こ
と
、そ
れ
も
長
崎

の
美
し

い
湾

の
こ
と
を
話
し
た
。

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン

「あ

ー
、
美
し

い
と
こ
ろ
な

の
だ
ろ
う
ね
」

帰

る
と
き

、
彼

は
私

に

『
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
た
だ
創
造
す

る
だ

け
で

は

い
け
な

い
』

と

い
う
詩

の
ゲ

ラ

刷

り
を

一
部

く
れ
、

父
親

の
よ
う

に

こ
う
言

っ
た
。

層
こ
れ
を

六

回
で

も
八
回
で
も

読

み
な
さ

い
。
そ
う

　

す
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
う
か
ら
な
」

こ
の
短

い
や
り
と
り
を
通

し

て
サ
ダ
キ
チ
が
私
た
ち

に
言

い
た
か

っ
た

の
は
、

ホ
イ

ッ
ト

マ
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ン
の
よ
う

な
偉
大

な
詩
人

の
忠
告

に
、
う
わ

べ
で
は
な
く

ア
メ
リ
カ

の
真
髄
を
く

み
取
り
、
そ

の
真

髄
を
自
由

に
イ

メ
ー
ジ
し

て
、
自
分

の
個
性
を
完

成
す

べ
き

だ
、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

結
局

、
ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
は
自

分
が
最
適
な
広
告
代
理
人

で
あ

っ
た
よ
う

で
、
出
版

社
を
通
す
と

い
う

よ
り

は
、
自

宅

か
ら
直

接
自
分

の
出
版
物
を
販
売

し

て

い
た
。

『
つ
ま

る
と

こ
ろ
、
た
だ

創

造
す
る
だ
け

で
は

い
け
な

い
』
と

い
う
詩

の
コ
ピ

ー
を
く

れ
た
こ
と
を
サ
ダ
キ
チ
が
記
事

に

し

て

い
る

の
は
、
ま
さ

に
適
切

で
あ

る
。

そ
こ
に
は
、
ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
が
考
え

る
ア
メ
リ
カ

の

精
神

の
真
髄

が
含

ま
れ

て

い
る
か
ら
だ

。
サ

ダ
キ

チ

へ
の

メ

ッ
セ
ー
ジ

は
最
初

の
三
行

に
あ

る
。
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つ
ま
る
と
こ
ろ
、
た

だ
創
造
す

る
だ
け
で

は

い
け
な

い
。
た
だ
建
設
す

る
だ

け
で
も

い
け
な

い
。

お
そ
ら
く
、
す
で

に
建
設
さ
れ
た
も

の
を

、
遠
く

か
ら
81
き
戻
し
、

　

 均
等
で

、
限
り
な
く
、
自
由
な
我
ら
自
身
そ

の
も

の
を

、
そ
れ
に
与

え
る
こ
と
だ

。

演
劇

は
控
え

る
よ
う

に
と

い
う

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン

の
忠
告
を
無
視

し
て
、

サ
ダ
キ
チ
は
俳
優

に

な
る
こ
と
、
少

な
く
と
も
演
劇

の
世
界

に
少
し

で
も
足
を
踏

み
入

れ
る
こ
と
を

決
心
し
た
。
そ

れ
は
、

ど
う

し

て
も
彼

か

ら
離

れ
な

い
魅
力

で
あ

っ
た
。

ア

メ
リ
カ

で
初

め

て
書

い
た
戯

曲



『キ
リ

ス
ト
』

(
一
八
九
三
)
は
、
劇
中

に
前
向

き

の
全
裸

の
場
面

が
あ
り

、
他

に
も
多

く

の
点

　

で
現
代
性

の
先

が
け
と
な

る
劇

で
あ

っ
た

。

三
幕

か
ら
な

る
劇
詩

で
あ

る
と

サ
ダ
キ

チ
が
言
う

『
キ
リ

ス
ト
』

の
中

で
、
ジ

ェ
シ

ュ
ア

(キ

リ

ス
ト

の
こ
と
)

は
、
妹

の

マ
グ

ダ
レ

ン
が
住
む
小
屋

に

い
る
。
そ

の
時
巡
礼
者

ハ
ン
ナ

が
現
れ

る
。

ハ
ン
ナ
は
幻
想

の
中

に
送
り
込
ま

れ
た
よ
う

な
奇

妙
な
感
情
を
持
ち
始

め
る
。
次

に
挙
げ
る

の
が
、
特

に
論

評

で
物
議

を
か
も
し
た
部
分

で
あ
る
。

(
ハ
ン
ナ
が
入

っ
て
く

る
)

変
な
気
持
ち
だ
わ
。
自
分

の
こ
と
が
わ
か
ら
な

い
。

(
一
本

の

ユ
リ
を
折

っ
て
そ

の
オ
シ

ベ
を
摘
む
)

(中
断
)

二
人

(前

の
ま
ま
)

私
た
ち

の
無
邪
気
な
夢
は
混
乱
し
て
、
満
た
さ

れ
な

い
欲
望
に
染

ま

っ
て

い
っ
た

。

私

た
ち

の
愛
は
、
心
を
蝕
む

想

い
に
毒
さ
れ

て

い
る
。
創
造

の
神
秘
は
、
私
た
ち

の
エ
デ

ン
の
園

の
よ
う

な

夢

の
中
で

誘
惑

と
な

っ
て

い
る
。

(彼
ら

の
声

は
小
さ
く

な
り
、
涙
が
彼

ら

の
目
か

ら
落
ち

る
。
あ
ま

り

に
激

し
く
す
す
り
泣
く

の
で

、
の
ど

が
震
え
て

い
る
。
ジ

ェ
シ

ュ
ア
は

ハ
ン
ナ

の
足
元

に
ひ
ざ
ま
ず

き
、

悲
痛
な

想

い
で

頭
を
落

と
し

、
嘆
く

。

ハ
ン
ナ
は
言

い
よ
う

の
な

い
ほ
ど

の
悲
し

み
の
表
情
で

ジ

ェ
シ

ュ

ア
を
見

つ
め
る
。
彼

女

の
全
身
が
震

え
、
太
陽
が
雲

の
間

か
ら
現

れ
る
。
彼
女

の
表
情

は
美

し
く

あ
ど

け

な

い
笑
顔

に
変
わ
り
、
神

々
し

い
美
し
さ

の
そ

の
身
体
か
ら
身

に

つ
け
て

い
た
も

の
が
す

べ
り
お
ち
る
。
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音
楽

…

ハ
ン
ナ
は
急

い
で

自
分

の
裸
体

の
背
景
を
な
し
て

い
た
衣
を

整
え
る
。

ジ

ェ
シ

ュ
ア

貴
方

の
裸
体
は
祈
り
で

あ

る
。

(詩

人

エ

ロ
サ

ー
ル

に
む

か

っ
て
。

エ

ロ
サ
ー

ル
登
場
)
。

ま
も
な
く

あ
な
た
は
私

の
声
を
聞
く
で

し

ょ
う
。
私

の
人
生

の
使
命

は

ま
さ

に
こ

の
時
を

始

ぬ
る
こ
と
で

す
。

(聖
母

マ
リ
ア
が
庭

に
入

っ
て
き
て
、

ハ
ン
ナ

と
言

葉
を
交
わ
す
)

エ
ロ
サ
ー
ル

ジ

ェ
シ

ュ
ア

エ

ロ
サ
ー

ル

ジ

ェ
シ

ュ
ア

エ
ロ
サ

ー
ル

ジ

ェ
シ

ュ
ア

エ

ロ
サ

ー
ル

今

、
人

々
は
奇
跡
だ

け
を

信
じ
て

い
ま
す

。

そ
れ
で

は
私
が
そ
れ
を
起

こ
し
て
見
せ
ま

し

ょ
う

。

あ
ー
、
私
が

い
つ
も

あ
な
た
と
共

に

い
る

こ
と
が
で

き
る
な
ら
。

あ
な
た
は
自
分
自
身
を
忘

れ
る

こ
と
が
で

き
て
も
、

あ
な
た

の
芸
術
を

忘
れ

る
こ
と
は

で

き
な

い
だ
ろ
う
に
。

あ

ー
、
私

の
最
も
大
切
な
芸
術
よ
。

一
日
が
喜
び
多

い
も

の
を
。

来

る
べ
き
時

代
が
喜
び
多

い
も

の
を

。
芸

術
は
美
し

い
も

の
は
す

べ
て

永
久
に
伝
え

る
の

で
す

。
純

粋
な
心
で
組

み
立

て
ら
れ
た
考

え
は
ど

れ
も
、
生
き
生
き

と

し
た
空
気
を
吸
う

権

利
が
あ

る
の
で

す

。
色

彩
、
音
楽
、
あ

る

い
は
思
考

の
イ

ン
ス
ピ
レ

ー
シ

ョ
ン
は
、

ピ

ラ
ミ

ッ
ド
が
廃
墟

と
化
し
、

エ
ホ
バ

の
神
殿
が
悠

久

の
碧
空

に
む

か

っ
て
金
色

の
丸
屋
根

を
も

は
や
持
ち
上
げ

な
く
な

っ
て
も
生
き
残

っ
て

い
る
で

し

ょ
う

。
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ジ

ェ
シ

ュ
ア

エ
ロ
サ
ー

ル

お
そ
ら
く
そ
う
で

し

ょ
う
。
し
か
し
何

の
た

ぬ
に
…
?

　

美

し
く
す

る
た

ぬ
に
、
美

し
く
す

る
た

あ
に

1

裸
体

、
照
明
と
音
楽
、
衣
装

は
、

ア
メ
リ
カ
以
外

で
は
こ
れ
ま

で
に
使
わ
れ

て
き
た
技
術

で

あ

り
、

ス
キ

ャ
ン
ダ

ラ
ス
な
要
素
は
全
く
な

い
。

一
九
〇
〇
年

パ
リ
万
博

で
の
ル
イ

・
フ
ユ
ー

ラ
ー

の
ダ

ン
ス
に
も
見

ら
れ
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
詩
人

や
作
家
た
ち
を
大

い
に
喜

ば
せ
た
。
五
感

を
混
合

し
、
十
九

世
紀

フ
ラ

ン
ス
の
象
徴
主
義

と
同

じ
よ
う

な

シ
ネ

ス
テ
イ

シ

ア

(共
感
覚
)

の
書
き
方

は
、
サ

ダ
キ
チ

の
戯
曲

の
核
心

に
あ
る
も

の
だ
。
当
時

の
ア
メ
リ
カ
は
、

フ
ラ

ン
ス

的
な
概
念
を
受

け
入
れ

る
に
は
単

に
ま
だ
準
備

が

で
き

て
い
な
か

っ
た

の
だ
。
特

に
キ

リ
ス
ト

教

の
第

一
の
イ

コ
ン

(聖
像
)
を
同
じ
舞
台

に
あ
げ

る
大
胆

さ
に
驚

か
さ
れ
た

の
だ
。
詩
人

の

エ
ロ
サ
ー

ル
が
ジ

ェ
シ

ュ
ア
に
言
う

よ
う

に
、
キ

リ
ス
ト

の
言
葉
自
体

の
基
本
的

な
機
能

は
純

粋

に
美
的
だ
。
実

用
的

で
な

い
こ
と
に
気
づ
か
な
く

て
は

い
け
な

い
と
ま

で
言

っ
て
い
る
。
そ

の
点

で
あ

る
。
ま
だ
ま
だ
根
本
主
義
的

な

ア
メ
リ

カ
は
、
キ

リ
ス
ト

の
言
葉
を
象
徴
的
表

現
と

し

て
受

け
取

る
準
備
が

で
き

て

い
な

か

っ
た

の
だ
。
サ
ダ
キ
チ
は
、
照
明

や
裸
と

い

っ
た

現
代

的

な
技
術

や
、
文
学
と
し

て

の
宗
教
的
な

テ
キ

ス
ト
と

い

っ
た
現
代
的
な
考
え
を

ア
メ
リ
カ

の

舞
台

に
紹
介

し
た

の
で
あ

っ
た
。
そ

の
結
末

は

ス
キ

ャ
ン
ダ

ル
で
あ
り
、
逮
捕

で
あ
り
、

や

っ



か

い
な
裁
判

で
あ

っ
た
。

し
か
し
サ

ダ
キ
チ

の
天
職
と

い
う
も

の
は
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

や
評
論
家

で
あ
り
、
人
生
を

楽
し

み
自
由
奔
放

に
生
き

る
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
と
し

て
の
人
生

で
あ

っ
た
。

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
的

な
感

覚
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な
嗅
覚
を
持

ち
、
新

し
く
作

ら
れ
た
東
洋
的
な
偶
像
と

し
て
、
自
由
恋
愛

や
社
会
主
義
、
精
神
的
解
放
を

熱
心

に
唱
え

、
文
学

や
美
術

の
新

し

い
形

の
芸
術
家

と
し

て
の

人
生

で
あ

っ
た
。

戯
曲

は
失
敗

だ

っ
た
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に

い
る
問
、

サ
ダ
キ
チ
は
写
真

に
関
す
る
多

く

の

評
論
を
残

し

て

い
る
。
十
九
世
紀
最
後

の
十
年
間
と

二
十
世
紀
最
初

の
二
十
年

間
、

つ
ま
り

一

八
九

〇
年
代

か
ら

一
九

一
〇
年
代

に
書
か

れ
た
写
真

に
関
す

る
評
論

は
、
最
近

に
な

っ
て
サ
げ

キ
チ
が
書

い
た
と
わ
か

っ
た
も

の
も
あ
り

、
写
真
評
論

の
入
門
書
と

し

て
再
刊

さ
れ

て

い
る
。

こ
れ
ら

の
記
事

の
中

で
サ

ダ
キ
チ
が
主
と

し
て
伝
え

た
か

っ
た

の
は
、

ア
メ
リ

カ
に
芸
術
と
し

て
の
写
真
を
紹
介
す

る
こ
と

で
あ
り
、
す
ぐ

れ
た
評
論
家

と
し

て
の
自

分

の
地
位
を
確
立
す

る

こ
と

で
あ

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
サ
ダ
キ
チ
が
そ

の
先
駆
者
と
な

っ
た
。

こ
こ
で
は
、

サ
ダ
キ

チ

の
写
真
評
論

に

つ
い
て
詳

し
く

は
扱

わ
な

い
が
、
日
本

の
絵
画
が
写
真

の
現
代
性
を
確
立
す

る
手
助
け

に
な

っ
た
と

い
う
概
念
を
、
彼
は
何
度
も
評
論

の
中

で
使

っ
て

い
る
。

美
術

評
論
家

と
し

て
は
、

ア
メ
リ
カ
で

の
日
本
美
術

に
関
す

る
最
初

の
本

『日
本

の
美
術
』
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(
一
九
〇

四
)

を
執
筆

し
た
。
日
本
美
術

の
影
響

に

つ
い
て
述

べ
た
章

で
は
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

ジ

ャ
ポ

ニ
ズ

ム
が
大
流
行

し
て

い
る
理
由
を

一
般

の
読
者

に
説
明
し
よ
う
と
し

て

い
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
芸
術
家
た
ち

は
、
人
物
や
場

所

の
巧
み
な
設
定
、
生

き
生
き

と
し
た

動
き

、
表

現
力
、

形
態
や
色

彩

へ
の
情
熱
、
陰
影
を

用

い
な

い
人
物
描
写

の
ス
ケ

ッ
チ
な
ど

の
点

に
お

い
て
は
、
日
本
人

の

芸
術
家
た
ち

と
同
等
で

あ

る
。
し

か
し
彼

ら
は
、

と
る
に
足
ら
な

い
よ
う
な
日
本

の
絵

本

に
す

ら
見
る

こ

と
の
で
き

る
制
限

の
な

い
暗
示
性

に
た
ど
り

着
く

こ
と
は
決
し

て
で

き
な
か

っ
た
。

こ

の
暗

示
性
が

現
代

芸
術
を
征
服
し
た

の
だ
。

タ
イ

ミ

ン
グ
も
ち

ょ
う
ど

よ
か

っ
た

。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で

は
あ
ま

り

に
哲
学
的

に
描

か

れ
す

ぎ
て

い
た

。

最
も
平
凡
な
も

の
か
ら

最
も

荘
厳
な
も

の
ま
で
す

べ
て
が

収
集
さ
れ
、

目
録

に
載
り

、

論
評
さ
れ
、
内
容

の
乏
し

い
知
識
を
あ
ち

こ
ち

か
き
集

め
る
た

め
だ

け
に
集

め
ら
れ
て
き
た
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
美
術
界

に
た
ま

っ
て

い
た
埃
や

ク
モ
の
巣
を
取
り
払
う

焚
要

に
迫
ら

れ
て

い
た

の
だ

。
そ

の
知
識

の
か
た

ま
り
を
浄
化
し

、

再

編
し
、
発
展
さ
せ

る
こ
と
で

、
新

し

い
生
命
を
吹
き
込
む

焚
要
が
あ

っ
た
。
そ

れ
を

成

し
遂
げ

る

に
は

日
本
美
術
を

お

い
て
何
が
あ

る
だ

ろ
う

か
?

そ

の
影
響
は
至

る
と

こ
ろ

に
感
じ
ら

れ

る
。
た

と
え
ば

そ

れ
は

、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
、

ツ
ル
ゲ

ー
ネ

フ
、
ヴ

ェ
ル
ガ
、

フ
ラ

ン
ス
や

ス
カ

ン
デ

ィ
ナ

ヴ

ィ
ア

の
現
代
作

家
た
ち
が
得
意

と
す

る
短
編
小
説
を
生

み
出
し
た
。
実
際

に
語

る
以
上

の
も

の
を

暗
示

す

る
簡
溜

な
表

現
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に
向
か
う
傾
向

と
な

っ
た
。
少
し
変
化
を

つ
け
な

が
ら
表

現
を
繰
り
返
す
方
法

は
、
ボ

ー
の
詩
や

フ
ラ

ン

ス
象
徴

主
義

者

の
作

品

に
た
ど

る

こ
と
が
で

き
る
。
特

に

モ
ー
リ

ス

・
メ

ー
テ

ル
リ

ワ

ク

の
作

品

に
は

、

中
世
ギ
リ
シ

ャ
と
日
本
美
術
を
連
想
さ
せ
る

一
風
変
わ

っ
た
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る

。

サ
ダ
キ
チ
は

こ

の
時
代

に
他

に
も

た
く

さ
ん

の
本
を
書

い
た
。
そ
れ
ら

の
著
書

に
よ
り

ア
メ

リ
カ
の
絵
画

や
彫
刻

に
対
す

る
評
価

が
確

か
な
も

の
と
な

っ
た
。
著
書

に
は

『ア
メ
リ
ヵ
美
術

史
』

(
一
九
〇
三
)
、
『芸
術

に
み

る
シ

ェ
イ

ク
ス
ピ

ア
』

(
一
九
〇

一
)
、
『絵
画

に
お
け
る
構
図
』

(
一
九
〇
九
)
、

『ホ
イ

ス

ラ
ー
研
究
』

(
一
九

一
〇
)
、

『風
景
画

及
び
人
物
画

の
構

図
』

(
一
九

一
〇
)
、

『現
代

ア
メ
リ
ヵ
彫
刻
』

(
一
九

一
八
)
な
ど
が
あ

る
。

サ
ダ
キ
チ
は

ハ
リ

ウ

ッ
ド

で
映
画

の
脚
本
を
書

い
た

こ
と
も
あ

る
。
サ
イ

レ
ン
ト
映
画

の
名

作

『
バ
グ

ダ
ー
ド

の
盗

賊
』

(
一
九

二
四
)

で
は
ダ

グ

ラ
ス

.
フ

ェ
ア
バ

ン
ク

ス
と
共
演

し
、

サ
ダ
キ
チ
は
魔
法
使

い
の
役
を
演

じ
た
。

そ

の
映
画

に
は
他

に
も

二
人

の
ア
ジ

ア
人
が
出
演
し

て

い
る
。

一
人
は

モ

ン
ゴ

ル
の
王
女
を
演

じ
た

ア
ン
ナ

・
メ
イ

・
ウ
ォ
ン

(
一
九
〇

五
-

一
九

六

一
)

で
、
非
常

に
美

し

い
中

国
系

ア
メ
リ
カ
人

で
あ
り
、

ハ
リ
ウ

ッ
ド

の
他

の
映
画

に
も
多

か
み
や
ま

そ
う
じ
ん

数

出

演

し

て

い
る

。

も

う

一
人

は

上

山

草

人

(
一
八

九

一
-

一
九

五

四

)

で

、

ア

ン
ナ

.
メ

イ

・
ウ

ォ

ン

の
兄

の
役

で
あ

る

モ

ン
ゴ

ル

の
王

子

を

演

じ

た

。

上

山

は
後

に
、

黒

澤

明
監

督

の



『
七

人

の
侍

』

(
一
九

五

四

東

宝

)

に
も

出

演

し

て

お
り

、

三
船

敏

郎

と

共

演

し

て

い
る

。

サ

ダ

キ

チ

は
映

画

に
出

演

し
た

ア
ジ

ア
人

の
草

わ

け

的

存

在

の

一
人

で
あ

っ
た

。

一
九

三
〇

年

代

、

サ

ダ

キ

チ

は

"
バ

ン

デ

イ

・
ド

ラ
イ

ブ

・
ボ

ー
イ

ズ

"

と

し

て
知

ら

れ

る

ハ
リ

ウ

ッ
ド

の
俳

優

仲

問

た
ち

と

親

交

が

あ

っ
た

。

そ

の
中

に
は

、

ジ

ョ
ン

・
バ

リ

モ

ア
、

ジ

ー

ン

.
フ

ァ

ウ

ラ

ー

、

W

・
C

・
フ
ィ

ー

ル

ド

、

ジ

ョ
ン

・
デ

ッ
カ

ー
な

ど

が

い

る

。

ジ

ー

ン

.
フ

ァ
ウ

ラ
ー

が
書

い
た

『
最

後

の
集

い

の
ノ

ー

ト
』

(
一
九

五

四

)

の
回

想

に

よ

る

と

、

バ

ン
デ

ィ
通

り

は

ジ

ョ
ン

・
デ

ッ
カ
ー

の

ス

タ
ジ

オ
と

自

宅

が
あ

っ
た

と

こ

ろ

で
、
今

や

O

J

シ

ン
プ

ソ

ン

の
う

わ

さ

で
有

名

と

な

っ
た

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ァ
州

ブ

レ

ン
ト

ウ

ッ
ド

の
中

に

あ

る
。

お

そ

ら

く

隣

人

達

は

い

つ
も

イ

ラ
イ

ラ
し

て

い
た

だ

ろ
う

。

ジ

ョ
ン

・
デ

ッ
カ

ー

は

ハ
リ

ウ

ッ
ド

の
俳

優

仲

間

を

持

つ
芸

術

家

で
あ

っ
た

。

"
バ

ン

デ

イ

・
ド

ラ
イ

ブ

・
ボ

ー
イ

ズ

"

は
、

無

作

法

だ

が

都

会

風

で
、

ウ

ィ

ッ
ト

に
富

み
、

不
道

徳

で
、
辛

ら

つ
、

誠

実

だ

が

大

胆

、

ハ
ー

ド

な

生

き
方

の

(
ハ
ー

ド

な

飲

み
方

の
、

と

も

言

え

る
)

グ

ル
ー

プ

で
あ

り

、

サ

ダ

キ

チ

は

彼

ら
を

と

て
も

楽

し

ま

せ

て

い
た

。

こ

の
頃

、

サ

ダ

キ

チ

は

『美

的

真

実

』

と

い
う

長

編

に
取

り

組

ん

で

い
た

が

、
出

版

さ

れ

て

い
な

い
。

サ

ダ

キ

チ

は
喘

息

も

ち

で
大

酒

飲

み

で
あ

り

、

こ

の

　

バ

ン
デ
ィ
通
り

の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
ば
し
ば
道
化
を
演
じ

て

い
た
61

第

二
次
世
界
大
戦
中
、

サ
ダ
キ
チ
は
娘

の

一
人

ウ
ィ
ス
テ
リ
ア

・
リ
ン
ト
ン

の
家

の
近
く

に



樫
板

の
小
屋
を
建

て
、
変

人

の
よ
う

な
生
活
を
送

っ
て

い
た
。

そ

の
小
屋
を

サ
ダ
キ
チ
は

「
キ

ヤ

ッ
ト
ク

ロ
ー

・
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
」
と
呼

ん
で

い
た
。
彼

は

一
九

二
一二
年

に
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア

州

バ

ニ
ン
グ
に
あ

る
そ

の
場
所

に
移

っ
て
き
た

の
だ
が
、

そ
こ
は

モ
ロ
ン
ゴ

・
イ

ン
デ
ィ
ア
ン

族

の
居
留
地

の

一
角

で
あ

っ
た
。
彼
は

一
九

四
四
年
、
七
〇
歳
後
半

で
死
ぬ
少

し
前

ま

で
そ

こ

で
過

ご
し

て
い
た
。
彼
が
亡
く
な

っ
た

の
は
、
最
初

の
妻
と

の
間
に

で
き
た
娘

ド

ロ
シ
ア

.
ジ

リ

ラ
ン
ド
を

フ
ロ
リ
ダ
州

セ

ン
ト

・
ピ

ー
タ
ー
ズ

バ
ー
グ
に
訪

ね
て

い
た
と
き

で
あ

っ
た
。

サ
ダ

キ
チ
に

つ
い
て
日
本
語

で
出
版

さ
れ

た
本

は
、

『叛
逆

の
芸
術
家
-

世
界

の
ボ

ヘ
ミ
ァ

ン

ーー
サ

ダ
キ
チ

の
生
涯
』

(太

田
三
郎
著

一
九

七

二
)

の
み

で
あ

る
。
ま
た
現
在

、
越
智
道

雄
氏

(明
治

大
学
教
授

)
が

三
省
堂

『
ぶ

っ
く

れ

っ
と
』

に

「
サ

ダ
キ
チ

・
ハ
ー
ト

マ
ン
伝
」

を
連
載
中

で
あ

る
。
美
術
史

や
評
論

に

つ
い
て
の
サ
ダ
キ
チ

の
著
書
は

ほ
と

ん
ど
出
版

さ
れ
て

お
ら
ず
、
忘
れ
ら

れ
た
存
在

で
あ
る
が
、

ア
メ
リ

カ
芸
術

や
戯
曲
、
写
真
、
絵
画

、
彫
刻

に
対

す

る
ア
イ

デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
創

り
出

そ
う

と
努
力
し
た
芸
術
家

た
ち

へ
の
影
響

は
今
も

っ
て

驚
く

べ
き
も

の
が
あ

る
。
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
の
田
舎

に
追

い
や
ら

れ
て
か
ら
も

、

一
九
四
四
年

に
死

ぬ
ま

で

ア
メ
リ
カ

の
文

化
的

エ
リ
ー
ト
た
ち
と
交
流
を
続
け

て

い
た
。
彼

の
手

紙

の
中
に

は
、
詩

や
美
術

に
関
し

て

エ
ズ

ラ

・
パ
ウ
ン
ド
か
ら
来
た
も

の
も

八
通
あ

り
、
そ
れ
ら
も
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学

リ
ヴ

ァ
ー
サ
イ
ド
校

の
特
殊
文
献
図
書
館

に
保
管

さ
れ
て

い
る
。

一25一



第

三
章

・倉
場

(グ
ラ
バ
ー
)富

三
郎

(
一
八
七

一

一
九
四
五
)
の
文

化

的

貢

献

日
本
人

の
母
親

と
日
本
国
民

で
は
な

い
父
親
と

の
問

に
で
き

た
混
血
児

た
ち
が
、
合

法
的

に

父
親

の
姓
を
名
乗

っ
た
り
財
産

を
受

け
継

い
だ
り
す

る
こ
と

は
望

み

の
持

て
な

い
時
代

で
あ

っ

た
。
そ
ん
な
中

で
、
日
本
人

の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
部
分
を
主
張

す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、

倉

場
富
三
郎

は
サ
ダ
キ
チ
よ
り
も

は
る
か
に
幸

運

で
あ

っ
た
。
富

三
郎

の
父

ト
ー

マ
ス

・
グ

ラ

バ
ー
は
日
本
女
性

ツ
ル
が
正
式
な
妻
と

な
る
よ
う

取
り
計
ら

っ
た
。

ツ
ル
は
晩
年
東
京

で
グ

ラ

バ
ー
と
暮

ら
し

て

い
た
が
、

「
グ

ラ
バ
ー
」

の
日
本
語
読

み
に
近

い

[倉

場
」
姓
を
名

乗

る
た

め
に
新

し

い
戸
籍
謄
本

の
手
続
き

が
長
崎

で
行
わ

れ
た
。
結
婚

は
し

て

い
て
も
グ

ラ
バ
ー
姓

の

戸
籍

謄
本

が
な

い
の
で
、

ツ
ル
は
富

三
郎

が
す

で
に
入

っ
て

い
た
倉
場
姓

の
籍

に
同
じ
く
入

っ

た
。
富

三
郎

は

二
十
三
歳

で
、
正
式

に
倉

場
姓
を
名
乗

っ
て

い
た
。

ツ
ル
は
実

際
に
は
継
母

で

あ

っ
た
が
、
便
宜
上
、
実
母
と

し
て
登
記
さ

れ
た
。

こ

の
よ
う

な

い
き

さ

つ
で
富

三
郎

は
、
少
な
く
と
も

一
九

三
〇
年
代

の
軍
国
主
義

の
陰
う

つ

な
時
代

に
自
分

が
生
ま

れ
た
国
と
自

分

の
血
が
流
れ

る
ス

コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
が
戦
う

ま
で
は
、
長

崎

の
外
国
人
社
会

の
中

で
尊
敬

さ
れ
、
多
忙

な
日

々
を
送
り
、
長
崎
実
業
界

の
名

門

の
ま

ま
で

あ

っ
た
。



一
八
九
九
年

、
富
三
郎

は

「内
外
倶
楽
部
」

の
設
立

に
加

わ

っ
た
。
そ
れ
は
長
崎

の
外
国
人

社

会
と
地
元

の
人

々
が
親
睦
を
図

る
た

め

の
初

の
社
交

ク

ラ
ブ

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
外
人
居
留

地
以
外

で
は
日
本
国
民

で
な

い
も

の
は
土
地

の
売
買

や
貸

借
が
許
さ
れ

て

い
な
か

っ
た

が
、

一

八
九
九
年

に
そ

の
境
界
線

が
廃
止

さ
れ
た
。
十

六
世
紀

以
来
、
日
本

の
中

で
も
最
初

に

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
や

ア
ジ

ア

の
人

々
が
暮
ら

し
、
商

売
を
営

ん

で
き

た
歴
史

上
重
要

な
町
長
崎

に
と

っ
て
、

真

の
国
際
化
時
代

の
始
ま
り
と
な

っ
た
。

富
三
郎
と
、
父

の
友
人

で
雇

い
主

で
も

あ
る

フ
レ
デ
リ

ッ
ク

・
リ
ン
ガ

ー
は
、
内
外
倶
楽
部

の
拠
点

と
な

る
新

し

い
建
物

の
建

設

に
も
出
資

し
、
そ

の
建

物

は

一
九

〇

四
年

に
完

成
し
た

。

日
清
戦
争

後
、
長
崎
港

は
再

び
栄
え

、
忙

し

い
日

々
が
続
く
中

で
、
経
済
力

の
あ

る
男
性
会
員

の
み
と

い
う
そ

の
ク

ラ
ブ
は
、
外

国
か
ら
商

用

で
訪
れ

る
人
た
ち

に
長
崎
を
印
象

づ
け
る
最
適

な
顔
と
な

っ
た
。
ク

ラ
ブ
は
日
露
戦
争

(
一
九
〇

四

一
九
〇
五
)
の
苦

し

い
時
代
も
存
続

し
、

乃
木
希
典
大
将

の
も
と

日
本

が
勝
利
し
た

こ
と

で
、

ア
ナ
ト
リ
ー

・
ス
テ
ッ
セ

ル
将
軍

の
指

揮

に
よ
り

一
四
〇

〇
人

の
ロ
シ
ア
軍
捕
虜

が
長
崎
を
経
由
し

て
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト

ッ
ク
に
帰

国
す
る

と
き
も
立
ち
会

っ
た
。

プ

ッ
チ
ー

こ
の
オ

ペ
ラ

『蝶

々
夫
人
』
は

一
九
〇

四
年

に
ミ

ラ
ノ

の
ス
カ

ラ
座

で
初
演

さ
れ

た

が
、
後

に
内
外
倶
楽

部

で
年

一
回
行
わ
れ

る
仮
装

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

世
話
役

を
し

て
い
た

一27一



富

三
郎

が
ピ

ン
カ
ー
ト

ン
に
扮
し
た

こ
と
も
あ

っ
た
と

い
う

。
長
崎

を
有
名

に
し
た
そ

の
オ
ペ

ラ
の
ピ

ン
カ
ー
ト

ン
を
ま
ね
る
と
き

で
さ
え
、
富

三
郎

は
完
璧

な
英

国
紳

士

の
立
場
を
わ
き
ま

え

て

い
た
。
事
業

も
外
交

も
活
況
を
呈
し

て

い
た

こ

の
時
代

は
、
混
血

で
も
受

け
入
れ
ら
れ

る

恵
ま

れ
た
頃

で
あ

っ
た
。

内
外
倶
楽
部
は
、
温
和
な
性
格

の
富
三
郎

が
う

ま
く
ま
と
め

て

一
九
四
〇
年

代
ま

で
続

い
た
。

ク
ラ
ブ

の
建
物

は
木
造

二
階
建

て
、

ア
ジ

ア
で
よ
く
見
ら
れ

る

コ
ロ
ニ
ア
ル
風

で
、
至

る
所

に

富

三
郎

の
好

み
や
西
洋

で

の
経
験

が
生

か
さ
れ

て

い
た
。
各

部
屋

に
置

か
れ
た

マ
ン
ト

ル
ピ

ー

ス
、

二
階

の
広

々
と

し
た

ベ
ラ

ン
ダ
、
広

い
階
段

と
磨
き
ぬ
か
れ
た
手
す
り
、
大
理
石
を
使

っ

た
化
粧
室
な
ど
、
明
治
様
式

の
印
象
を
完

ぺ
き

に
与
え

て

い
る
。
会
議
室

や
応
接
室
、
図
書
室
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
製

の
テ
ー
ブ

ル
と
椅
子
を
配

し
た
食

堂
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
室
、

バ
ー
な
ど
も
富

三
郎

の
設

計

で
あ

っ
た

(写
真

15
、

16
)
。

同
じ
頃
、
富
三
郎
は
日
本
人
社
会
と
も
幅
広
く
交
際
を
続

け
、
三
菱

の
代

々
の
社
長

で
あ

る

岩
崎
家

と
も
父
以
来

の
親
し

い
付
き
合

い
が
続

い
て

い
た
。
し
か
し
良

き
時
代
は
終

ろ
う
と
し

て

い
た
。

一
九
三
六
年

に
行
な
わ
れ
た
イ

ギ
リ

ス
王

ジ

ョ
ー
ジ
六
世

の
戴

冠
を
記
念
す

る
華

や

か
な
パ
ー

テ
ィ
ー
が
最
後
と
な

っ
た
。
そ

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は

ワ
カ
も
出
席

し
、
富
三
郎
は

い

つ
も

の
よ
う

に
紳

士
的
な
態
度

で
接
待
役

を

こ
な

し
た

(写
真

17
)
。
南
山
手

の
丘

に
立

つ
邸
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写真16

写真15:内 外倶楽 部 にて 、筆者。

写真16:内 外倶楽 部の2階 、ミーテ ィング・ルーム。

写真17:ジ ョー ジ6世 戴冠 式 を祝 うレセ プシ ョン

での富三 郎 とワ カ。オル ト邸 にて(1936年5月)。

(長 崎県立 図書館 所蔵)

写真15

宅

か
ら
、
あ

ま
り
目
立
た
な

い
丘

の
ふ
も
と

の
古

い
洋
館

九
番

館

へ
引

っ
越

す
ま

で
は
す

べ

て
が
順

調

で
あ

っ
た
。

丘

の
上

の
そ

の
邸
宅

は

一
八
六
四
年

に
父

が
建

て
た
も

の

で
、
個
性

あ
ふ
れ
る
堂

々
と
し
た
家

で
あ

っ
た

が
、

一
九

三
九
年

、
三
菱
造
船
所
よ
り
そ
れ
を
提
供
す

る
よ
う
求

め

ら
れ
た
。
父
グ

ラ
バ
ー
は
若
く
し

て
、
邸
宅

の
下

の
方

に

ロ
シ
ア
船

の
修
船
場
を
作

る
事
業
を
行

っ
て

い
た
。
そ
れ

は
修

理
だ
け

で
な
く
造
船
場

に
も
容
易

に
変
え

ら
れ
る
よ

写真17

う

に
な

っ
て

い
た
。
彼

は
三
菱

の
重
役

の

一
人

で
あ

っ
た

の
で
、
後

に
そ
こ
に
日
本

最
大

の
軍
艦
建
造
場
を
作

る
こ
と
に
な

っ

た

の
だ
と
思
わ
れ

る
。

三
菱
造
船
所

は
父

グ

ラ
バ
ー

の
助
け

で
長
崎

で

の
事

業

の
足

が
か
り
を
得
た

の
に
、
今

や
そ

の
三
菱
が

富

三
郎

に
敵
意
を
示

し
た

の
で
あ
る
。
と

い
う

の
は
、
そ

の
造
船
場

は
丘

の
上

の
邸
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宅

か
ら
見
下

ろ
せ
る
場

所

に
あ
り
、
絶
対
機
密

の
時
代

に
そ

こ
に
住

み

つ
づ
け
る

の
は
許

さ
れ
る
こ
と

で
は
な
か

っ
た
。
そ
し

て
富

三
郎

は
、
事
実

上
自
宅
監
禁

の
よ
う

な
生
活

と
な

っ
た
。
そ
う

し

て
い
る

問
に
も

、
父
グ

ラ
バ
ー
が
初

め

て
本
格
的

な
造
船
場
を
造

っ
た
敷

地

で
、
二
十
世
紀

の
転
換
期

に
日
本
海

軍
は
世
界
最
大

の
戦
艦

「武
蔵
」

の
建
造
を
進

め
て

い
た
。

ワ
カ
は

一
九

四
三
年

に
亡
く
な

る
ま

で
、
愛
国
婦
人
会

の
会
員
と

し

て
出

征
兵
士

の
見
送
り

な
ど
も
行

な

っ
て

い
た

(写
真

18
)
。
そ

写真18

愛国婦人会の会員であったワカ(右 端)。
(長崎県立図書館所蔵)

 

し

て
富

三
郎

は
、
原
爆

が
落
ち

た
十

七
日
後

、
九
番
館

の
二
階

の
寝
室

で
首
を
吊

っ
て

い
る

の

が
見

つ
か

っ
た
。
原
爆

は
浦
上
地
区
を
襲

い
、
天
主

堂

や
半
径
五

㎞
内

の
建
物
を
す

べ
て
破
壊

し
た
。
彼

の
死
体

は
原
爆
投

下
直
後

の
こ
と
も

あ

っ
て
、
瓦
礫

の
中
埋
葬
さ
れ
な

い
ま
ま

の
何

千
と

い
う
他

の
遺
体

と

一
緒

に
さ
れ
た
。

富

三
郎

が
残

し

た
最
も
偉

大

な
功
績

は
、

日
本

の
魚

類

や
海
洋
生

物

に

つ
い
て
ま
と

め
た

『日
本

西
部

及
南
部
魚
類

図
譜
』

(
一
九

三
六
)
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
丘

の
上

の
グ
ラ
バ
ー
邸

や
、

出
島

に
残

る
内
外

倶
楽

部

の
建
物
と
同
様

に
生
き
延
び

、
今

日
、
そ
れ
ら
は
す

べ
て
再
興
さ
れ

て

い
る
。
そ
れ
は

一
世
紀
を
越
え

て
グ

ラ
バ
ー
家
と
友
人

の
よ
う

に

つ
き
あ

っ
て
き
た
長
崎
人
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た

ち

の
間

に
、

13

富

三
郎

へ
の
愛
情

が
続

い
て

い
る
お
か
げ

で
あ

る
。

注
1234

ウ
ィ
ス
テ
リ
ア

・
リ
ン
ト
ン
は
、
父
サ
ダ
キ
チ
の
原
稿
、
写
真
、
個
人
的
な
資
料
な
ど
す
べ
て
を

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
リ
ヴ
ァ
ー
サ
イ
ド
校
特
殊
文
献
図
書
館
に
寄
付
し
た
。
サ
ダ
キ
チ
に
関
す
る
写
真
は
す
べ
て
、
同
校

の
好
意
に
よ
り

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
写
真
は
、
晩
年
、
バ

ニ
ン
グ
で
小
屋
に
住
ん
で
い
た
と
き

の
も

の
で
あ
る
。
円
熟
期
に
撮

っ
た
写
真
は
日
本
人
ら
し
さ
が
よ
く
出
て
い
た
が
、
こ
の
頃
の
サ
ダ
キ
チ
は
、
明
ら
か
に
日
本
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
血

を
多
く
受
け
継

い
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
混
血
の
民
族
性
は
、
こ
の
よ
う
に
子
供
時
代
と
老
年

に
特
徴
が
出
る
が
、

自
ら
選
ん
だ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
憧
憬
の
旅
を
し
て
い
る
と
き
に
強
く
現
れ
る
。

サ
ダ
キ
チ
を
諷
刺
し
た
漫
画
は
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
時
代
の
友
人

の

一
人
ジ
ョ
ン

・
デ
ッ
カ
ー
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
組

み
立
て
ら
れ
た
日
本
人
ら
し
さ
ゆ
え
屈
折
し
た
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
の
面
が
強
く
影
響
し
て
い
る
こ
の
時
代
の
彼
を
よ
く
描

い

て
い
る
。

私
も
子
供
の
頃
、
セ
ー
ラ
ー
服
と
半
ズ
ボ
ン
姿
の
写
真
を
撮
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
日
本

の
中
学
校
で
今
も
普

及
し
て
い
る
学
校

の
制
服
は
、
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。

サ
ダ
キ
チ
は
知
ら
な
か

っ
た
と
思
う
が
、
実
際
の
話
は
こ
う
で
あ
る
。

長
崎
の
レ
ー

マ
ン
ーー
ハ
ル
ト
マ
ン
商
会
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
陸
軍
が
使
用
し
て
い
る
ラ
イ
フ
ル
銃

で
あ
る
ツ
ユ
ン
ト
ナ

ー
デ
ル
銃
の
輸
入
代
理
店
と
な

っ
た
。
そ
の
銃
は
プ
ロ
イ
セ
ン
陸
軍
の
た
め
に
ジ
ョ
ア
ン

・
ニ
コ
ラ
ス

・
フ
ォ
ン

・
ド

ラ
イ
ゼ

(
一
七
八
七
i

一
八
六
七
)
が
開
発
し
た
も

の
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
ーー
ハ
ル
ト

マ
ン
商
会

は
、
そ
の
銃
の
威
力
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を
示
せ
る
人
物
を
捜
す
こ
と
で
、
和
歌
山
藩
か
ら
注
文
を
取
り
つ
け
て
い
た
。
そ
れ
で
そ
の
銃
の
製
造
工
場
に
派
遣
さ

れ
た
こ
と
の
あ
る
ド
イ
ツ
人
と
接
触
を
持

っ
た
。

一
入
六
七
年
に
そ
の
人
物
ケ

ッ
ペ
ン

(
一
八
三
三
-

一
九
〇
七
)
に

こ
の
仕
事
に
つ
い
て
の
手
紙
を
書
き
、
日
本
に
来
て
和
歌
山
藩
に
そ
の
銃

の
使
い
方
を
教
え
る
と

い
う
契
約
を
彼
と
交

わ
し
た
。

一
八
六
八
年
末
、
ケ

ッ
ペ
ン
は
そ
の
ラ
イ
フ
ル
銃
三
〇
〇
〇
挺
と
弾
薬
を
持

っ
て
ド
イ

ツ
を
出
発
し
、

一
八

六
九
年
六
月
二
十
九
日
に
神
戸
に
到
着
し
た
が
、
十

一
月
に
な

っ
て
か
ら
和
歌
山
に
入

っ
た
。
と

い
う
の
は
、

一
入
六

七
年
に
明
治
維
新
が
起
こ
り
、
政
治
的
状
況
が

一
変
し
、
明
治
政
府
が
徴
兵
制
度
を
導
入
し
よ
う

と
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
レ
ー
マ
ン
ーー
ハ
ル
ト
マ
ン
商
会
と
ケ
ッ
ペ
ン
は
、
新
政
府
の
も
と
新
興
勢
力
と
な

っ
た
和
歌
山
藩
と
契
約
を
交

わ
し
た
。

一
八
七
〇
年
か
ら
七

一
年
に
独
仏
戦
争
が
勃
発
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
が
フ
ラ
ン
ス
軍
に
快
勝
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
軍

の
強
さ
が
日
本
人
の
関
心
を
呼
ん
だ
が
、

一
八
七

一
年
、
日
本
は
中
央
集
権
体
制
に
よ
る
廃
藩
置
県
に
よ
り
新
し
く
府

県
制
が
敷
か
れ
、
軍
事
力
を
特
に
強
化
し
て
い
た
和
歌
山
藩
も
廃
藩
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

レ
ー
マ
ン
ーー
ハ
ル
ト

マ
ン
商
会
が
和
歌
山
藩
の
軍
事
訓
練
に
独
占
的
に
関
わ

っ
て
い
た
の
も
終
り
と
な

っ
た
。
ケ
ッ
ペ
ン
は

一
時
的
に
ド
イ

ツ
に
戻
り
、
ま
た
和
歌
山
に
戻

っ
て
き
た
と
き
に
は
、
彼
が
交
わ
し
た
契
約
は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ

て
い
た
。
彼
は
、
残

り
の
契
約
金
を
得
て
ド
イ
ツ
に
帰
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。

レ
ー
マ
ン
ーー
ハ
ル
ト

マ
ン
商
会
と
、
日
本
で
そ
れ
程
必
要
と
さ
れ
た
ケ
ッ
ペ
ン
と
プ
ロ
イ
セ
ン
式
ラ
イ
フ
ル
銃
と
の

関
係
に
は
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

一
八
六
九
年
に
ケ
ッ
ペ
ン
が
大
阪
に
着
い
た
後
レ
ー

マ
ン
と

ハ
ル

ト
マ
ン
ニ
人
と
も
が
長
崎
の
記
録
か
ら
消
え
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
に

レ
ー

マ
ン
ーー
ハ
ル
ト

マ
ン
商
会
は
事
務
所
を
大
阪
か
神
戸
に
移
し
た
の
で
、
サ
ダ
キ
チ
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
送
り
返
さ
れ
た
。
ケ

ッ
ペ
ン
が
和

歌
山
藩
と
の
契
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
と
知

っ
た
と
き
、
レ
ー
マ
ン
も

ハ
ル
ト
マ
ン
も
日
本
に
と
ど
ま

っ
て
も
有
益
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567

で
は
な
い
と
気
づ

い
た
。
ケ
ッ
ペ
ン
が
帰
国
し
た
の
は
明
ら
か
だ
が
、
他
の
記
録
か
ら

ハ
ル
ト

マ
ン
も
生
ま
れ
た
国
ド

イ
ツ
に
戻

っ
た
よ
う
だ
。
お
そ
ら
く
自
分

の
兄
に
預
け
て
い
る
二
人
の
息
子
サ
ダ
キ
チ
と
タ
ル
ー
が
い
る
ハ
ン
ブ
ル
グ

に
戻

っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
八
六
九
年

一
月
以
降

の
レ
ー
マ
ン
の
消
息
は
わ
か
ら
な

い
。

(こ
れ
ら
は
長
崎
県
立
図
書
館

の
本
馬
氏
の
好
意
に
よ
り
、
公
文
書
資
料
か
ら
荒
木
康
彦
氏
が
書
い
た
記
事
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
)

ジ

ョ
ー
ジ

・
ノ
ッ
ク
ス
編

『ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
と

ハ
ル
ト

マ
ン
の
論
争
』

P
67

同

P
68

第

一
連
の
残
り
の
部
分
で
あ
る
。

拒
絶
し
破
壊
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
受
け
入
れ
、
溶
か
し
、
蘇
ら
せ
、

指
揮
す
る
ば
か
り
か
服
従
も
し
、
先
導
す
る
よ
り
も
あ
と
に
つ
づ
く
、

こ
れ
ら
の
こ
と
も
我
ら
が

「新
し
い
世
界
」

の
教
訓
で
あ
り
、

所
詮

「新
し
い
世
界
」
な
ど
い
と
も
さ
さ
や
か
な
も

の
で
し
か
な
く
、

「古

い
昔

の
世
界
」
こ
そ
実
に
、
実
に
偉
大
で
あ
り
。
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長
く
長
く
長
く
草
は
茂
り
き
た
り
、

長
く
長
く
雨
は
降
り
つ
づ
け
、

長
く
地
球
は
回
転
を
止
め
ず
。

(酒
本
雅
之
訳

『草
の
葉
』
中

岩
波
文
庫

P
68
～
69
よ
り
転
載
)

一
八
七
六
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
百
年
祭
に
よ
せ
た

「博
覧
会

の
歌
」
よ
り
。
「
つ
ま
る
と
こ
ろ
創
造
す
る
だ
け

で
は
い
け
な
い
」
と
い
う
題
で

一
八
七

一
年
に
出
版
さ
れ
た
。
『草
の
葉
と
自
伝
』

P
姐
1
50



8912111013

ア
メ
リ
カ
で
の
若

い
頃
の
サ
ダ
キ
チ
に
つ
い
て
は
、
太
田
三
郎
著

『叛
逆
の
芸
術
家
-
世
界
の
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
ーー
サ
ダ
キ

チ
の
生
涯
』
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

『仏
陀
、
孔
子
、
キ
リ
ス
ト
ー
三
人
の
預
言
者
の
戯
曲
』
P
蝿
1
49

『サ
ダ
キ
チ

・
ハ
ル
ト
マ
ン
ー
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

・
モ
ダ
ニ
ス
ト
』
を
参
照
。

『日
本

の
美
術
』

P
㎜
1
61

こ
こ
に
抜
粋
し
掲
載
し
た
情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
、
『カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
大
学
リ
ヴ
ァ
ー
サ
イ
ド
校

の
新
着
書
及
び
収
蔵

書
季
刊
報
、
U
C
R
ブ
ッ
ク
ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

(
一
九
七
三
)
に
よ
る
。
そ
れ
ら
は
ジ
ョ
ー
ジ

・
ノ
ッ
ク
ス
教

授
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
出
版
は
さ
れ
て
い
な
い
。

富
三
郎
の
内
外
倶
楽
部
建
設

へ
の
援
助
や
グ
ラ
バ
ー
家
の
情
報
に
関
し
て
は
、
多
田
茂
治
著

『グ
ラ
バ
ー
家

の
最
期
』

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
富
三
郎
が
生
き
る
た
め
に
選
ん
だ
社
会
よ
り
も
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

に
と

っ
て
心
地
よ
い
方
の
呼
び
名
を
選
ん
だ
、
つ
ま
り
両
方
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
富
三
郎
に
つ
い
て
、
英
語

で
書
か
れ
た
心
を
打

つ
概
論
で
あ
る
ブ
ラ
イ
ア
ン

・
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
著

『倉
場
富
三
郎
の
人
生
ス
ケ
ッ
チ

両
方
を

取
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
男
』
を
参
照
し
た
。
こ
の
人
物

の
西
洋
的
な

一
面
は
憧
憬
で
あ

っ
た
。
人
は
こ
れ
を
富
三

郎

の
生
き
方
、
つ
ま
り
彼

の
物

の
見
方
や
彼
が
建
て
た
物
、
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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と
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ハ
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キ
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ハ
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ン

『仏

陀

、
孔
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、

キ

リ

ス
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三
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の
預

言

者

の
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曲

』
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、
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ク
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、
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・
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・
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サ
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ハ
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リ

テ
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カ

ル

・
モ
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ニ
ス
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』

ジ

ェ
ー

ン

・
カ
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ァ
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編

、
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ー
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フ
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ア
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学
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レ

ス
、

一
九

九

一
年

●
ジ

ョ
ー

ジ

・
ノ

ッ
ク

ス
編

『
ホ

イ

ッ
ト

マ
ン
と

ハ
ル
ト

マ
ン

の
論

争

』

(
『
ウ

ォ

ル

ト

・
ホ

イ

ッ
ト

マ

ン
と

の
対

話
』

及

び

他

の
評

論

を

含

む

)

ベ

ル

ン

・
ピ

ー

タ

ー

・
ラ

ン
グ

、

一
九

七

六

年

・

同

『
ウ

ィ

ス

テ
リ

ア

・
ハ
ル
ト

マ
ン

・
リ

ン

ト

ン

の
収

蔵

品

と

ハ
ル

ト

マ

ン
研
究

の
経
緯

』

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
大

学

リ
ヴ

ァ
ー

サ

イ

ド

校

図

書

館

の
新

着

書

及

び

収

蔵

書

季

刊

報

一
-

一
号

、

一
九

七

三

年

六

月

・
ウ

ォ

ル
ト

・
ホ

イ

ッ
ト

マ

ン

『
詩

集

草

の
葉

と
自

伝
』

フ
ィ

ラ

デ

ル

フ
ィ

ア

・
デ

ヴ

イ

ッ
ト

・
マ

ッ
ケ

イ

、

一
九

〇

〇
年

・
ウ

ォ

ル
ト

・
ホ

イ

ッ
ト

マ

ン
作

・
酒

本

雅

之

訳

『
草

の
葉
』

中

、

岩

波

文
庫

、

一
九

九

八
年

・
多

田

茂

治

『
グ

ラ
バ

ー

家

の
最

期

』

福

岡

・
葦

圭
旦
房
、

一
九

九

一
年

・
ブ

ラ
イ

ア

ン

・
バ

ー

ク

ガ

フ

ニ

『倉

場

富

三

郎

の
人

生

ス
ケ

ッ
チ

両

方

を

取

る

こ
と

が

で
き

な

か

っ
た
男

』

P

51
1

73
、

ク

ロ

ス

ロ
ー

ド
長

崎

歴

史

文

化

新

聞

三
号

、

一
九

九

五
年

夏

号
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.
鶴
田
欣
也

『越
境
者
が
読
ん
だ
近
代
日
本
文
学
』
東
京

・
新
曜
社
、

一
九
九
九
年

(編
集
協
力

小
原
ち
さ
と
)
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***発 表を終えて***

発 表 を終 えて感想 を申 し上げます。 まずわ ざわざ京都 までお招 きをい

ただい て誠 にあ りが とうございます。 お よそ100人 の方 々に ご清聴 して

いただいて うれ しく思ってお ります。話が通 じま したか どうか皆様 のご

期待 にそ えま したか どうか心配ですが、今度 の話 の 目的 は長期 間的研究

の序章 として長崎出身の混血児二人の文化貢献 を取 り上 げなが ら、 人間

として夫 々違 う性 格 を持 って アイデンティテ ィーを構成す るには重 ねて

何層 もあ り、本 当 に20世 紀の 日本 と異文化交 流の悪 と善 のか らくりと同

じ くサ ダキチ ・ハ ル トマ ンと倉場富三郎 に も悪 と善の時代 があった とい

うことです 。二人 とも内部 と外部、建前 と本 音、外国人 と邦 人、なん ら

か の滑 りやす いスライデ ィング ・ス ケール(slidingscale)を 弄 りなが

ら、 道化役 を演 じた り、紳士役 も演 じた りす る。 自分 の外 と中のアイデ

ンティテ ィーがず れて来る と化 ける、調和 す るとや さ しくな る。本当 に

河合隼 雄先生がサ ミ ット記念 国際シ ンポ 「21世紀の展望 」で仰 った通 り

"アイデ ンテ ィテ ィーはプロセスであり
、完了形 で語れ るものではない"

(朝日新 聞6月28日)。 文化 と文化があって"切 磋琢磨 が生 じる"と も言

われま した。動作 に"… 合 う"と い う接尾語 が付 くとい う意味で しょう。

取 り上げた二人 の混血児の場 合 まだ時代が早す ぎた し、憧れ と事実で調

和 的に生 きる時代 ではなかったのです。二人 の話 はまっ た く20世紀 の教

訓に もなる所があ るのではないで しょうか。

今度の話 の内容は圧倒的 にサ ダキチ ・ハ ル トマ ンに焦点 を置 きま した

が、将来 はもっとThomasGlover(グ ラバ ー邸 のグラバー氏)の 息子富

三郎の貢献 を取 り上 げたい と考 えてい ます。今回足 りないとお思いにな

った方が い らっしゃったでしょう。 申 し訳 ないです。 タイ ミング として

1時 間以上 の話 は無理 だった ようですので省 きました。

調源 し
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日文研 フォー ラム開催一覧

厂

回 年 月 日

、

発 表 者 ・ テ ー マ

1
62.10.12

(1987)

ア レッサ ンドロ ・バ ロータ(ピ サ大 学助教授)

AlessandroVA:LOTA

「近代 日本の社会移動 に関す る一、二の考察」

2
62.12.11

(1987)

エ ンゲルベル ト・ヨリッセ ン(日 文研客員助教授)

EngelbertJORIβEN

「南蛮 時代の文書の成立 と南蛮学 の発展」

③
63.2.19

(1988)

リーA.ト ンプソン(大 阪大学 助手)

LeeA.THOMPSON

「大相 撲の近代化」

4
63.4.19

(1988)

フォスコ ・マ ライー二(日 文研客員教授)

FoscoMARAINI

「庭園 に見 る東西文明のちがい」

⑤
63.6,14

(1988)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

SONGWhiChi1

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

(1988)

セップ ・リンハル ト(ウ ィー ン大学 教授)

SeppLINHART

「近世後期 日本 の遊 び一拳 を中心 に一」

⑦
63.10.11

(1988)

スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大学助教授)

SusanNAPIER

「近代 日本小説 における女性像 一現 実 と幻想 一」

⑧

㌧

63.12.13

(1988)

ジェー ムズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教 授)

JamesC.DOBBINS

「仏教 に生 きた中世の女性 一恵 信尼の書簡 一」

丿



r

⑨
元.2.14

(1989)

、

厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)

YANAnSheng

「中国人留学生の見た明治 日本」

⑩
元.4.11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)

LIUJingwen

「教育投資 と日本の戦後経済高度成長」

⑪
元.5.9

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助 教授)

SuzanneGAY

「中世京都における土倉酒 屋一都市社会の自由とその限界 一」

⑫
元.6.13

(1989)

夏 剛(京 都工芸繊維 大学助教授)

HSIAGang

「インタビュー ・ノ ンフィクションの可 能性 一猪瀬

直樹著『日本凡人伝 』を手掛 りに一」

⑬
元.7.11

(1989)

エル ンス ト・ロコバ ン ト(東 洋大 学助教授)

ErnstLOKOWANDT

「国家神道を考 える」

⑭
元.8,8

(1989)

キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研 究所教授)

KIMRekho

「近代 日本文学研究 の問題点」

⑮
元.9.12

(1989)

ハル トムー トO .ロ ーターモン ド

(フ ランス国立高等研 究院教授)

HartmutO.ROTERMUND

「江戸末期における疱瘡神 と疱 瘡絵の諸 問題」

⑯
元.10.3

(1989)

汪 向榮

(中国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員教授)

WANGXiang-rong

「弥生時期 日本に来た中国人」

⑰

㌧

元.11.14

(1989)

ジェフ リー ・ブロー ドベ ント(ミ ネソタ大学助教 授)

JeffreyBROADBENT

「地域開発政策決定過程 を通 してみた 日米社会 構造の比較」

ノ



⑱

!

元.12.12

(1989)

、

エ リック ・セズ レ(フ ランス国立科学研究所 助教 授)

EricSEIZE:LET

「日本の国際化の展 望 と外 国人労働者問題」

⑲
2.1.9

(1990)

ス ミエ ●ジョー ンズ(イ ンデ ィアナ大学準教 授)

SumieJONES

「レ トリックとしての江戸」

⑳
2.2,13

(1990)

カール ・ベッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)

CarlBECKER

「往生一日本の来生観 と尊厳死の倫理」

⑳
2.4,10

(1990)

グラン トK.グ ッ ドマ ン

(カ ンザス大学教授 ・日文研客員教 授)

GrantK.GOODMAN

厂忘れ られた兵士 一戦争 中の 日本 に於けるイ ン ド留学生」

22
2.5.8

(1990)

イア ン ・ヒデオ ・リー ビ

(ス タンフォー ド大学準教授 ・日文 研客員 助教授)

IanHideo:LEVY

「柿本人麿 と日本文 学における『独創性』につ いて」

23
2,6.12

(1990)

リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助教授)

:LiviaMONNET

「村 上春樹:神 話 の解体」

⑳
2.7.10

(1990)

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院日本語学部講師)

LIGuodong

「魯迅の悲劇と漱石の悲劇一文化伝統からの一考察一」

⑳
2.9,11

(1990)

馬 興国(遼 寧大学日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)

MAXing・guo

「正月の風俗一中国 と日本」

⑳

㌧

2.10.9

(1990)

ケネス ・クラフ ト(リーハイ大学助教授)

KennethKRAFT

「現代 日本における仏教 と社会活 動」

丿



2.11.13

(1990)

、

アハマ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大学講 師)

AhmedM.FATTHY

「義経文学 とエ ジプ トのべーバルス王伝説 にお ける主従 関係

の比較」

⑳
3.1.8

(1991)

カ レル ・フィアラ

(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員助教授)

KarelFIALA

「言語学か らみた『平家物語 ・巻一 』の成立過 程」

⑳
3.2.12

(1991)

アレクサ ンドルA.ド ー リン

(ソ連 科学アカデ ミー東洋学研 究所上級研究員)

AleksandrA.DOLIN

「ソ ビエ ットの 日本文学翻訳事 情 一古典か ら近 代 まで一」

30
3.3.5

(1991)

ウイ ーべP.カ ウ テル ト(ワ ーゲ ニ ンゲ ン大 学 研 究 員)

WybeP.KUITERT

「バ ロ ック ・ヨー ロ ッパ の 日本 庭 園 情 報

一ゲ オル グ ・マイ ス テル の旅 一」

⑳
3.4.9

(1991)

ミコワイ ・メラノヴィッチ

(ワルシャワ大学教授 ・日文研 客員教授)

MikolalME:LANOWICZ

「ポーラン ドにおける谷 崎潤一 郎文学」

32
3.5.14

(1991)

ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラリア国立

大学 リサーチフェロー ・日文研客 員助教授)

BeatriceM.BODART-BAI:LEY

「三百年前の京都 一ケ ンペルの上 洛記録 」

⑳
3.6。11

(1991)

サ トヤB.ワ ルマ

(ジ ャワハルラール ・ネール大学教授 ・日文 研客員教授)

Satya.B.VERMA

「イン ドにおける俳句」

43

㌧

3.7.9

(1991)

ユルゲ ン・ベルン ト(フンボル ト大学教授 ・日文研 客員教授)

JαrgenBERNDT

「ドイッ統合 とベル リンにおける森鵬外記念館」
ノ



广1

⑳

【

3.9.10

(!991)

、

ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大学助教授)

DonaldM.SEEKINS

「忘れ られたアジアの片隅 一50年 間の 日本 とビルマの関係」

⑯
3ユ0.8

(1991)

亀

王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiaoPing

「中国詩歌における日本人のイメージ」

⑳
3.!1.12

(1991)

辛 容泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究員)

SHINYong-tae

「日本語の起源
一日本語・韓国語・甲骨文字 との脈絡を探る一」

⑱
3.12.10

(1991)

洪 潤植(東 国大学校教授)

HONGYoonSik

「古代日本佛教における韓国佛教の役割」

⑲
4.1.14

(1992)

サ ウィトリ ・ウィシュワナタ ン

(デ リー大学教授 ・日文研客 員教授)

SavitriVISHWANATHAN

「イン ドは日本か ら遠 い国か?一 第二 次大 戦後の

国際情勢 と日本のイ ンド観 の変遷 一」

40
4,3.10

(1992)

ジャン ニ ジャック ・オ リガス

(フ ランス国立東洋言語文 化研究所教授)

Jean-JacquesORIGAS

「正 岡子規 と明治 の随筆」

⑪
4.4.14

(1992)

リブ シェ ・ボハーチ コヴァー(プ ラハ国立博物館 日本美術

元 キュレー ター ・日文 研客員教授)

Libu忌eBOHA6KovA

「チ ェコスロバキアにおける日本美術」

4.5.12

(1992)

ポール ・マ ッカー シー(駿 河台大学教授)

PaulMcCARTHY

「谷崎文学の 『読 み』と翻 訳:ア メ リカにおける

最近 の傾 向」
ノ



4.6.9

(1992)

、

G.カ メロ ン ・バース ト皿(ニ ューヨーク市立 大学 リーマ ン

広島校学長 ・カンザス大学東 アジア研究所長)

G.CameronHURST皿

「兵法か ら武芸ヘ ー徳川時代 における武芸 の発達 一」

44
4.7.14

(1992)

杉本 良夫(オ ース トラリア ・ラ トローブ大学教 授)

YoshioSUGIMOTO

「オース トラリアか ら見た 日本社 会」

⑮
4.9.8

(1992)

王 勇(杭 州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研

客員助教授)

WANGYong

「中国における聖徳太子」

⑯
4.10.13

(1992)

李 栄九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)

LEEYoungGu

「直観 と芭蕉の俳句」

⑰
4.11.10

(1992)

ウィリアムD.ジ ョンス トン

(米国 ・ウェス リアン大学助教授 ・日文 研客員助教授)

WilliamD.JOHNSTON

「日本疾病史考 一 『黴毒』 の医学的 ・文化 的概念の形 成」

⑱
4.12,8

(1992)

マノジュL.シ ュレス タ(甲 南大学経営学 部講師)

ManojL.SHRESTHA

「アジアにお ける日系企業の戦 略転 換
一技術移転 をめ ぐって一」

⑲
5.1.12

(1993)

朴 正義

(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)

PARKJung-Wei

「キリス ト教受容における日韓比較」

5.2.9

(1993)

マーティン・コルカッ ト

(米国 ・プ リンス トン大学教授 ・日文研客 員教授)

MartinCOL:LCUTT

「伝説 と歴 史の間 一北條政子 と宗教 」
ノ



⑪

r

5.3.9

(1993)

、

清 水 義 明(米 国 ・プ リンス トン大 学 マ ー カ ン ド栄 誉教 授)

YoshiakiSHIMIZU

「チ ャールズL.ブ リアー(1854～1919)と ブ リアー美術館

一米 国 の 日本 美 術 コ レク シ ョンの一 例 と して 一」

⑫
5.4.13

(1993)

金 春美(高 麗大学教授 ・日文研来訪研究員)

KIMChoonMie

「日本近代知識人の思想と実践 一有島武郎の場合一」

53
5.5.11

(1993)

タキ エ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学教授)

TakieSUGIYAMALEBRA

「皇 太子妃選択の象徴性
一旧身分文化 との関連を中心 と して一」

54

姜 希雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研 客員教 授)

5.6.8[H。W.KANG

(1993)1「 変革 と選択:10世 紀 の日本 と朝鮮
一科挙制度をめ ぐって一」

I

i

⑮
5.7.13

(1993)

1ツ ベタナ ・ク リステワ

(ソフィア大学教授 ・日文研客員教授)

TzvetanaKRISTEVA

「涙の語 り 一 平安朝文学の特質 一」

⑯
5.9.14

(1993)

金 容雲

(漢陽大学教授 ・日文研客員教授)

KIMYong-Woon

「和算と韓算を通 してみた日韓文化比較」

⑰
5.10.12

(1993)

オ ロフG.リ ディン

(コペ ンハーゲ ン大学教授 ・日文研 客員教授)

010fG.LIDIN

「徳川時代思想 における荻生徂徠」

⑱

丶

5.11.9

(1993)

マヤ ・ミル シンスキー

(ス ロベニア・リュブ リアナ大学助教授 ・日文研 客員助教授)
)

MajaMILCINSKI

「無常観 の東西比較」

丿



5.12.14

(1993)

、

ウィリー ・ヴァン ドゥワラ(ベ ルギー ・ルーヴ ァン ・

カ トリック大学教授 ・日文研客員教授)

WillyVANDEWALLE

「日本 ・ベルギー文化交流史 一南蛮美術から洋学まで一」

60
6.1.18

(1994)

J.マ ーティン・ホルマン

(ミシガン州立大学連合 日本センター所長)

J.MartinHOLMAN

「自然と偽作 一井上靖文学における 『陰謀1一 」

61
6.2.8

(1994)

マイヤ ・ゲラシモワ(ロ シア科学アカデ ミー東洋学研 究所研究員)

MayaGERASIMOVA

「外か ら見た日本文化 と日本文学
一俳句の可能性 を中心 に一」

62
6.3.8

(1994)

オギュスタン ・ベルク

(フ ランス ・社会科学高等研究 院教授 ・日文研客 員教授)

AugustinBERQuE

「和辻哲 郎の風土論の現代性 」

⑬
6.4.12

(1994)

リチャー ド・トランス(オ ハイオ州立 大学 助教 授)

RichardTORRANCE

「出雲地方 に於 ける読み書 き能力 と現代 文学、1880～1930」

64
6.5ユ0

(1994)

シルバーノD.マ ヒウォ

(フ ィリピン大学 アジア ・セ ンター準教授)

SylvanoD,MAHIWO

「フィリピンにおける日本現状紹 介の諸 問題」

65
6.6.14

(1994)

劉 建輝

(中国 ・南開大学副教授 ・日文研客員助教授)

LIUJianHui

厂『魔都』体験 一文学における日本人と上海」

6.7.12

(1994)

チャールズJ.ク イン

(オハイオ州立大学準教授 ・東北大学 客員教授)

charlesJ.QulNN

「私の 日本語発見一王朝文 を中心に一」

丿



6.9.13

(1994)

、

フランソワ ・マセ

(フ ラ ンス国立東洋言語文 化研究所教授 ・日文研客員教授)
'

FrancoisMACE

「幻 の行列 一秀吉 の葬送儀礼 一」

⑱
6.11.15

(1994)

賈 惠萱

(北京大学助教授 ・日文研客員助教授)

JIAHui-xuan

「中日比較食文化論一健康的飲食法の研究一」

69
6.12.20

(1994)

彭 飛

(日本学術振興会特別研究員)

PENGFei

「日本語の表現からみた一異文化摩擦のメカニズムー」

⑩
7.1.10

(1995)

ミハ イル ・ウス ペ ンスキ ー

(エ ル ミター ジュ美 術 館 学 芸 員 ・日文研 客 員 助 教 授)

MichailV.USPENSKY

「根 付 一 ロシア ・エル ミター ジュ美 術 館 の コ レク シ ョンを

中心 に 一」

⑪
7.2.14

(1995)

厳 紹i變

(北京大学教授 ・日文研客員教授)

YANShaoDang

「記紀神話における二神創世の形態一束アジア文化とのか

かわり一」

⑫
7.3。14

(1995)

王 家騨

(中国 ・南開大学教授 ・日文研客員教授)

WANGJiahua

「渋沢栄一の 「論語算盤説』と日本的な資本主義精神」

⑬

㌧

7.4.11

(1995)

ア リソン ・トキ タ

(オース トラリア ・モナシュ大学助教授 ・日文研客員助教授)

AlisonTOKITA

「日本 伝統音楽 における語 り物の系譜 一旋律型 を中心 に一」

丿



⑭

r

7.5.9

(!995)

、

リュ ドミーラ ・エルマコーワ

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所極 東文学課 長)

LioudmilaERMAKOVA

「和歌 の起 源 一神話 と歴 史 一」

75
7.6.6

(1995)

バ トリシア ・フィスター

(日 文研客員助教授)

PatriciaFISTER

「近世 日本の女性画家 たち」

76
7.7.25

(1995)

崔 吉城

(広 島大学総合科学部教授)

CHOIKil-Sung

「『恨』の 日韓比較 の一考察」

⑰
7.9.26

(1995)

蘇 徳昌(奈 良大学教養部教授)

SUDechang

「日中の敬語表現」

⑱
7.10.17

(1995)

李 均洋

(西北大学副教授 。日文研来訪研究員)

LIJunYang

「雷神思想の源流と展開一日・中比較文化考一」

79
7.11.28

(1995)

ウィリアム ・サモニデス

(カ ンザス大学助教授 ・日文研客 員助教授)

WilliamSAMONIDES

「豊 臣秀吉 と高台寺の美術」

⑳
7.12.19

(1995)

タチヤーナL.ソ コロワ=デ リューシナ

(翻訳家 ・日文 研来訪研究員)

TatyanaL.SOKOLOVA-DELYUSINA

「俳句の国際性 一西 欧の俳句 についての一考 察 一」

8.1.16

(1996)

ジョン ・クラーク

(シ ドニー大学助教 授 ・日文研客員助教授)

JohnCLARK

「日本の近代性 とア ジア:絵 画 の場合」

丿



⑫

r

8.2.13

(1996)

、

ジェイ ・ルービン

(ハーバ ー ド大学教授 ・日文研客員教 授)

JayRUBIN

「京 の雪 、能の雪」

83
8.3.12

(1996)

イザベル ・シャリエ(神 戸大学 国際文化学部外国人教師)

IsabelleCHARRIER

「日本近 代美術史の成立 一 近代批 評 における新語 一」

⑳
8,4.16

(1996)

リース ・モー トン

(ニ ューキャッスル大学教授 ・日文 研客員教授)

LeithMORTON

「日本近 代文芸 におけるゴシック風小説」

⑮
8.5.28

(1996)

マーク ・コウディ ・ポール トン

(ヴ ィク トリア大学 助教授 ・日文 研客員助教 授)

MarkCodyPOULTON

「能 にお ける 『草木成仏』 の意味 」

⑳
8.6.11

(1996)

フランシスコ ・ハ ビエル ・タブレロ

(慶應義塾大学訪問講 師)

FranciscoJavierTABLERO

「社会 的構築物 としての相撲」

87
8.7.30

(1996)

シル ヴァン ・ギニヤール(大 阪学 院大学 助教授)

SilvainGUIGNARD

「筑前琵琶 一 文化を語 る楽器」

88
8.9,10

(1996)

ハーバー トE .プ ルチ ョウ

(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校教授 ・日文研客員教授)

HerbertE.PLUTSCHOW

「怨霊 の領域」

⑳

㌧

8.10.1

(1996)

王 秀文(中 国 ・東北民族学院 助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiu-wen

「シャクシ ・女 ・魂
一 日本 におけるシャクシにまっわ る民間信仰 一」

ノ



8.11.26

(1996)

、

王 宝平(中 国 ・杭州大学 日本文化研究所副所長 ・

日文研客員助教授)

WANGBaoPing

「明治前期に来 日した中国人の外交官たちと日本」

⑪
8.12.17

(1996)

陳 生保(中 国 ・上海外国語大学教授 ・日文研客員教授)

CHENShenBao

「中国語の中の日本語」

⑫
9.1.21

(1997)

アレキサンダーN.メ シェリャコフ

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所教授 ・日文研 来訪

研究員)

AlexanderN.MESHCHERYAKOV

「奈良時代の文化 と情報」

93
9.2.18

(1997)

郭 永詰(韓 国 ・漢陽大学文科大学長 ・日文研客 員教授)

KWAKYoung-Cheo1

「言語か ら見た 日本」

94
9.3.18

(!997)

マ リア・ロ ドリゲス・デル・ア リサル(ス ペイ ン・マ ドリー ド

国立外国語学校助教授 ・日本学研究所所長)

MariaRODRIGUEZDELALISAL

「弁当 と日本文化」

⑮
9.4.15

(1997)

ミケーレ ・マルラ(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校

準教授 ・日文研客員助教授)

MicheleF.MARRA

「弱 き思惟 一 解釈学 の未来 を見 なが ら」

⑱
9.5.13

(!997)

デニス ・ヒロタ(京 都浄土真宗翻訳 シリーズ主任翻訳 家

バークレー仏教研究所準教 授)

DennisHIROTA

「日本浄土思想 と言葉
一 なぜ一遍が和歌 を作 って

、親鸞 が作 らなか ったか」

⑰

丶

9.6.10

(!997)

ヤン ・シコラ

(チェコ ・カ レル大学助教授 ・日文研客 員助教 授)

JanSYKORA

「近世商人の世界 一三井 高房 『町人考見録』 を中心 に一」
ノ



9,7.8

(1997)

、

鶴 田 欣也(カ ナダ ・ブ リティッシュコロン ビア大学教授 ・

日文研客 員教授)

KinyaTSURUTA

「向 こう側の文学 一近代 か らの再生 一」

⑳
9.9.9

(1997)

ポー リン ・ケン ト(龍 谷大学助教授)

PaulineKENT

「『菊 と刀』の うら話」

100
9,10,14

(1997)

セオ ドア ・ウィリアム ・グーセ ン

(カ ナダ ・ヨーク大学準教授 ・日文研客員助 教授)

TheodoreWilliamGOOSSEN

「『日本文学』 とは何 か一21世 紀 に向かって」

⑨
9.11,11

(1997)

金 禹昌KIMUchang

(韓 国 ・高麗 大学 校文科 大学教授 ・日文研 客員教授)

リヴィア ・モネ:LiviaMONNET

(カナダ・モ ントリオール大学準 教授 ・日文 研来訪研究員)

カール ・モスクCarlMOSK

(カナダ ・ヴィク トリア大学教授 ・日文研客 員教授)

ヤン ・シコラJanSYKORA

(チ ェコ ・カレル大学 助教 授 ・日文研客員助教授)

鶴 田 欣也KinyaTSURUTA(カ ナダ ・ブリティッシュ

コロンビア大学教授 ・日文研 客員教授)

パ ネルディスカ ッション

「日本および 日本人 一外か らの まなざ し」

102
9.12.9

(1997)

ジョナ ・サルズ(龍 谷 大学助教授)

JonahSALZ

「猿 か ら尼まで 一狂言役者 の修業」

103

L

10.1.13

(1998)

姜 信杓

(韓国 ・仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員

教授)

KANGShin-pyo

「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験」

ノ



r 、

金 知見

⑱
11.5.11

(1999)

(韓国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)

KIMJiKyun

「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」

マ リア ・ヴ ォイ ヴ ォデ ィ ッチ

119
11.6.8

(1999)

(モ ンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担 当課長 ・

日文研客員助教授)

MarijaVOJVODIC

「言葉いろいろ一日本の言葉に反映された文化の特徴一」

リース ・幸子 滝

(米 国 ・ケ ドレン精 神衛生 セ ンター箱庭療法 トレーニ ング

@
11.7.13

(1999)

コンサル タント・日文研客員助教授)

REECESachikoTaki

「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力 と社会 の中の暴

力」

宋 敏

@
11.9.7

(1999)

(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)

SONGMin

「明治初期における朝鮮修信使の日本見聞」

ジ ャ ン ノエル ロベ ール

122 11.10.12 (フランス ・パ リ国立高等研究院教授 ・日文研客員教授)

(1999) Jean-No61A.ROBERT

「二十一世紀の漢文一死語の将来 一」

ヴ ラデ ィス ラブ ニ カノ ロ ヴ ィッチ ゴ レグ リャ ー ド

123 11.11.16

(1999)

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所 サ ンク トペテル ブル

ク支部極 東部長 ・日文研客員教授)

VladislavNikanorovichGOREGLIAD

「鎖国時代のロシアにおける日本水夫たち」

楊 暁捷

@
11.12.14

(1999)

(カ ナダ ・カルガ リー大学準教授 ・日文研客 員助教授)

X.JieYANG

「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄草紙』を読む一」

丶 丿



〆 、

回 年 月 日 発 表 者 ・ テ ー マ

エ ミリア ガデレワ

(日文研中核的研究機関研究員)

②
12.1.11

(2000)
EmiliaGADELEVA

「年末 ・年始の聖 なる夜一西欧と日本 の年末 ・年始の行事 の比

較的研究一」

李 応寿

126
12.2.8

(2000)

(韓国 ・世宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)

LEEEungSoo

「東アジア獅子舞の系譜一五色獅子を中心に一」

ア ンナ マ リア トレー ンハ ル ト

127
12.3.14

(2000)

(ドイッ ・デュッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)
●●

跏naMadaTH恥 「㎜T

「皇室 と日本赤十字社の始 まり」

ペ ッカ コルホ ネ ン

@
12.4.11

(2000)

(ブインラン ド・ユワスクラ大学教授 ・日文研客員助教授)

PekkaKORHONEN

「アジアの西の境」

金 貞禮

129
12.5.9

(2000)

(国立全南大学校副教授 ・日文研客員助教授)

K【MJeong-Rye

「五 ・七 ・五、 日本 と韓 国」

ケネ ス リチ ャー ド

(県立長崎 シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

@
12.6.13

(2000)
KennethLHC㎜

「出島一長崎一 日本一世界 憧i景の旅

丶
サ ダキチ ・ハ ル トマ ン(1867-1944)と 倉 場 富 三郎(1871-1945)」

ノ

○は報告書既刊

なお、報告書 の全文 をホームペ ージで見 ることが出来 ます。

http://www.nichibun.acjp/dbase/forum.htm
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■ 日時

平成12年6月13日 脚

午後2時 ～4時

■ 会場

国際交流基金 京都支部
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